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Ｐ
Ｒ
大
使
委
嘱
状
交
付
式
・
新
ご
当
地
グ
ル
メ
発
表
会
に
て（
10
月
19
日
撮
影
）

｢

坂
井
宏
行
さ
ん
に
出
水
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱
」

主な内容

世 帯 数 ２万 4,999 （＋ 15）
人　 口 ５万 4,680 （＋ 20）
男 ２万 5,634 （＋ ９）
女 ２万 9,046 （＋ 11）

出　 生 45
死　 亡 62
転　 入 109
転　 出 67



11 月はイベント盛りだくさん11 月はイベント盛りだくさん

11 月３日（文化の日）野田グラウンド
西日本オールドカーフェスティバル
実行委員会事務局（☎ 84 － 2062）

11 月３日～同５日、市内各地
いずみマチ・テラス
実行委員会事務局（☎ 62 － 1337）

11 月 1 日ツル観察センターオープン
（ツルがぞくぞく渡来中！）
ツル観察センター（☎ 85 － 5151）

　※カタログでの申し込みとなりますので、
　　希望される方はお問い合わせください。
　問い合わせ先　ツルの恩返し便交流事業実行
　　委員会事務局（本庁シティセールス課内）
　　（☎ 63 － 2111）

 詳しい最新情報は、ＭＢＣホームページでチェック！

11 月 19 日・同 20 日、市陸上競技場
周辺など、大産業祭

（p20 に関連記事）

11 月 27 日（日）、麓武家屋敷群
第９回着物で出水武家屋敷を歩こう会
事務局（堂脇）（☎ 62 － 1244）

11 月 14 日～同 18 日　本市で活躍する方に、うねちゃ
　んが毎日インタビュー

ＭＢＣふるさとウィーク
ｉｎ出水市

11月14日（月）～同20日（日）

ＭＢＣ南日本放送
　本市のイベント情報や地元で活躍
する皆さんが、ＭＢＣテレビやＭＢ
Ｃラジオに毎日登場します！

11 月 14 日～同 16 日　ポニーメイツの出水市レポート♪
11 月 16 日　「出水で活躍するアジア人」に、国際交流
　　　　　　推進員（永野さん、姜

かん

さん）が出演予定
11 月 18 日　渋谷市長＆つるのしんスタジオ生出演予定

ズバッと！鹿児島

かごしま４ （よじ）

ＭＢＣテレビ ＭＢＣラジオ

11 月 14 日～同 18 日　本市で頑張ってる方に、毎日
　えっちゃんが電話インタビュー

11 月 14 日～同 18 日　ポニー号が出水市内各地から
　毎朝レポート

モーニングスマイル　ＰＯＮＹ中継　（8:40 ごろ／ 9:30 ごろ）

たんぽぽ倶楽部　海童が行く　（10 ： 40 ～）

城山スズメ　電話でボンジョルノ～！　（15:00 ～）

ゆうぐれエクスプレス （11/14～16 ・ 18:05 ～）、 かごしま街角
通信（11/14・19:00～）などでもご紹介していただける予定です。

11 月 17 日　広報いずみ 11 月号紹介
11 月 18 日　データ放送探検隊・イベント紹介
11 月 19 日　原口智衣さんの「出水さんぽ♪」
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民
泊
の
受
入
家
庭
を

募
集
中
！

民
泊
家
庭

前
田
勇
一
さ
ん

　

限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
意
義
の
あ
る

体
験
に
す
る
た
め
、

い
つ
も
迷
い
な
が
ら

で
す
が
、
子
供
た
ち
と
の
時
間
は
も

ち
ろ
ん
、
準
備
す
る
段
階
か
ら
楽
し

む
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
子
供
た
ち
と
の
出
会
い

が
生
き
甲
斐
と
な
り
心
の
引
き
出
し

に
は
、
子
供
た
ち
と
の
思
い
出
が
宝

と
な
り
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
す
。

　

民
泊
で
の
出
会
い
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

宿
泊
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の
声
①

　

お
二
人
に
は
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昼
食
、
カ
ス
テ
ラ
作
り
、
地
元
巡
り
、
農
業
体
験
、
夕
食
作
り
。

ど
の
作
業
も
一
生
懸
命
す
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
体
験
で
は
、
芋
掘

り
、
白
菜
の
苗
植
え
、
柿
の
収
穫
な
ど
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
作

業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
虫
が
出
て
き
た
り
、
作
業
で
失
敗

し
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
け
ど
、
最
後
ま
で
や
り
切
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
お
二
人
の
お
か
げ
で
す
。と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
の
活
動
で
も
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

民
泊
家
庭

福
井
義
博
さ
ん

　
「
ヤ
ベ
ェ
ー
」「
怖
っ

…
」「
ご
つ
ー
い
」。

入
村
式
の
と
き
に
、

私
を
目
に
し
た
と
き

の
子
供
た
ち
の
感
想
。
後
か
ら
そ
っ

と
打
ち
明
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、「
田
舎
丸
ご
と

体
験
」
で
、自
然
や
農
業
の
大
切
さ
、

食
糧
の
有
り
難
さ
な
ど
を
投
げ
か
け

て
い
る
と
、
い
つ
し
か
優
し
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
変
身
で
す
。

　

そ
ん
な
子
供
た
ち
か
ら
、
お
礼
状

が
届
く
た
び
に
、
ジ
ィ
ー
と
バ
ァ
ー

は
一
つ
ず
つ
若
返
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。

宿
泊
さ
れ
た
生
徒
さ
ん
の
声
②

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
昨
日
は
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
普
段
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
し
て
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
っ
た
し
、
お
二
人
に
は
す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
最

初
は
緊
張
し
て
い
た
け
ど
、
お
二
人
が
す
ご
く
優
し
か
っ
た
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

岡
山
で
花
と
か
野
菜
を
ち
ょ
っ
と
で
も
育
て
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
本
当
に
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

みんぱく

○民泊って？
　各家庭に修学旅行生等が宿泊し、
　農業体験や食事作りなどの体験
　を行います。

○修学旅行生はどこから来るの？
　関西地方を中心に、関東・中国
　地方から中学生や高校生が本市
　を訪れます。シンガポール、台
　湾、韓国など海外からも受け入
　れています。

○農家でなくても大丈夫？
　 専業・兼業農家でなくても、家
　庭菜園等で農業体験ができれば
　大丈夫です。
※農業体験を別の受入家庭で行う
　ことも可能です。

　

市
で
は
、交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

２
０
１
０
年
度
か
ら
民
泊
に
よ
る
修
学
旅
行
生

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
国
内
外

合
わ
せ
３
千
人
を
超
え
る
修
学
旅
行
生
が
本
市

で
民
泊
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

都
会
の
中
学
生
や
高
校
生
と
農
業
体
験
や
食

事
作
り
な
ど
の
交
流
を
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
話
だ
け
で

も
聞
い
て
み
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
交

　

流
・
定
住
促
進
係
（
☎
�
４
０
５
９
）
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（月）から新庁舎で業務を開始します。

  ４階 
□学校教育課

□教育総務課

□市民体育課

□生涯学習課

□読書推進課

□契約検査課

□監査委員事務局

・公平委員会

□教育長室

３階 
■総務課

■コミュニティ推進室

□選挙管理委員会事務局

■安全安心推進課

■総合政策課

■情報政策室

■企画課

■新庁舎建設課

■財政課

■市長室 ■副市長室

正副議長室

ATM

新
庁
舎
が
完
成

　
「
人
々
の
知
恵
と
活
力
で
築
く
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
」
を
基
本
理
念
と
し
、
次
の
４
つ
の
基

本
方
針
に
基
づ
い
た
新
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。

市
民
に
開
か
れ
た
親
し
み
の
あ
る
庁
舎

○
市
民
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
え
る
ロ
ビ
ー

　

や
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
ま
し
た
。

○
市
民
生
活
課
窓
口
に
は
番
号
発
券
機
を
配
置

　

し
、
待
ち
人
数
を
表
示
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
を
支
え
る
拠
点
と
し
て

の
庁
舎

○
地
震
に
備
え
免
震
構
造
を
採
用
し
、
主
要
機

　

能
の
維
持
や
室
内
の
安
全
性
を
高
め
、
イ
ン

　

フ
ラ
が
途
絶
し
た
際
に
も
災
害
拠
点
機
能
を

　

長
期
間
継
続
で
き
ま
す
。

人
と
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
庁
舎

○
太
陽
光
発
電
、
自
然
採
光
、
自
然
換
気
、
地

　

下
水
の
利
用
、
木
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
人

　

と
地
球
に
や
さ
し
い
庁
舎
で
す
。

経
済
性
に
配
慮
し
た
庁
舎

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
高
効
率
機
器
の
採

　

用
に
よ
り
省
エ
ネ
効
果
を
図
り
、
維
持
管
理

　

し
や
す
く
手
間
の
か
か
ら
な
い
庁
舎
で
す
。

※
11
月
５
日
（
土
）
お
よ
び
同
６
日
（
日
）、　

　

11
月
12
日
（
土
）
お
よ
び
同
13
日
（
日
）
の

　

２
週
に
分
け
て
新
庁
舎
に
移
転（
引
っ
越
し
）

　

し
ま
す
。
移
転
後
は
、
新
庁
舎
で
業
務
を
開

　

始
し
ま
す
。

※
各
階
ご
と
の
課
等
の
配
置
は
次
の
図
の
と
お

　

り
で
す
。

＜建築の概要＞
建 設 地　出水市緑町 1 番ほか 
敷 地 面 積　14,434㎡
延 床 面 積　庁舎棟　10,941㎡
　 　 　 　　倉庫棟　903㎡
　 　 　 　　駐車場棟　2,566㎡（工事中）
階 　 　 数　５階（５階は屋上機械室）
構 　 　 造　　
　基礎免震構造、鉄筋コンクリート造、
　一部プレストレスコンクリート造、
　鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造
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「東光山公園のリニューアル」
　東光山公園の園路、広場の整備や遊具の
更新等を行うため、遊具広場やキノコトイ
レ周辺の改修工事を行います。
　工事期間中（本年 10 月から約１年半。
一部の施設は、来年３月に供用開始予定）
は、工事区域内の公園施設が利用できなく
なり、また、工事車両等の通行が増えます
ので、お知らせします。

問い合わせ先
　都市計画課計画管理係
　（☎ 63 － 4063）

わんぱく広場

多目的広場ふれあいの広場
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職員数の推移 

出水市人事行政の運営等の状況

（２）2015 年度採用・退職の状況

職　種 採用者
数（人）

退職者数（人）
定年 勧奨 自己都合 分限免職 人事交流 計

一般行政職 14 17 ２ １ １ 21
技術職 １ ２ ２ ２ １ ７
保育士 １ １

調理主事 ２ ２
消防職 ４ ６ ６

医療職（医師） ３ ６ ６
医療職（その他） 13 ２ ５ １ ８

合計 35 27 ７ 14 １ 2 51

（１）職員給与費予算の状況（本年度一般会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費（給料および職員手当等） 1 人当たり

の給与費
（Ｂ／Ａ）給料 期末・勤勉手当 期末勤勉手当を除く手当 計（Ｂ）

508 人 1,959,731 千円 785,015 千円 325,831 千円 3,070,577 千円 6,044 千円
※給与費は、当初予算に計上された額で、市三役および出水商業高等学校教員分は含みません。
　職員手当等には、通勤手当、扶養手当、時間外勤務手当を含み、児童手当および退職手当は含みません。

（２）行政職給料表適用者の級別職員数の状況（一般行政職）（2016 年４月１日現在）
区　　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級 計
標準的な
職務内容 部長 課長 主幹・

技術主幹
係長・参事補・技術参
事補・主査・技術主査

主査・
技術主査

主事・
技師　

主事・
主事補

職員数 11 人 40 人 32 人 154 人 54 人 16 人 32 人 339 人
構成比 3.2% 11.8% 9.4% 45.5% 15.9% 4.7% 9.5% 100.0%

※出水市職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　一般行政職とは、医師、看護師、教員、調理員、保育士、学校主事等を除いた一般職の職員です。

（３）職員の平均年齢および平均給料月額等の状況
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 43.3 歳 329,698 円 387,789 円

技能・労務職 47.6 歳 325,850 円 340,881 円
※平均給料月額とは、基本給の平均額です。
　平均給与月額とは、基本給のほか、各種手当を含めた
　平均額です。（2016 年４月１日現在）

（４）初任給の状況（2016 年４月１日現在）
区　分 初　任　給

一般行政職
大学卒（上級） 174,050 円

（176,700 円）

高校卒（初級） 142,431 円
（144,600 円）

※初任給の（　）内は、給料減額措置前の金額です。

※ 2015 年４月１日から
　2016 年３月 31 日ま　
でに採用・退職した職　
員数

※出水商業高等学校教諭
　および指導主事は含み
　ません。

１　職員の任免および職員数に関する状況
（１）職員数の状況（毎年４月１日現在）

２　職員の給与の状況

（備考）
職員数は、特別職を除いた職員
数であり、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含み、臨
時または非常勤の職員を除いて
います。

職員の給与カット　一般職員の給料は、2006 年８月から
2016 年３月までの期間に引き続き、2016 年４月から 2017 年
３月までの期間は 1.5％～ 3.5％減額して支給しています。

　問い合わせ先　本庁総務課職員係
　　　　　　　　（☎ 63 － 4023）
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（５）扶養手当・住居手当・通勤手当等の状況（2016 年４月１日現在）
手　当　名 内容および支給単価 国の制度との比較

扶養手当
配偶者 13,000 円　配偶者以外の扶養親族 6,500 円
※配偶者がいない場合１人は 11,000 円
※特定期間（16 歳～ 22 歳）の子の加算　１人につき 5,000 円

同じ

住居手当 借家で家賃 12,000 円以上の場合に支給。手当額の上限　27,000 円
※他の地方公共団体等に派遣され、かつ、居住地が市外の場合は 55,000 円以内 ※以外は同じ

通勤手当 交通機関利用者：運賃相当（最高 55,000 円）
交通用具使用者：通勤距離に応じて 2,000 円～ 31,600 円 同じ

時間外勤務手当 正規の時間を超えて勤務した全時間に対して支給
（勤務１時間当たりの給与額× 125/100 から 175/100） 同じ

（６）特殊勤務手当の状況（2016 年４月１日現在）
主な手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

防疫手当 防疫作業に従事した職員
感染症の患者等の救護作業
や感染症の病原体の付着し
た物件等の処理業務

日額 290 円

行旅死亡人取扱手当 行旅死亡人の収容業務に従事した職員 行旅死亡人の収容業務 １体 2,000 円

はしご業務手当 はしご付消防自動車の運転及び作業に従
事した消防職員

はしご付消防自動車の運転
および作業 １勤務日 200 円

救急業務手当 救急業務に従事した消防職員 救急業務 １回 150 円

潜水業務手当 潜水業務に従事した消防職員 潜水業務 １回 300 円

夜間特殊業務手当 深夜の有線電気通信設備、無線通信設備
の運用や保守業務に従事した消防職員

一部が深夜において行われ
る業務

２時間以上 300 円
２時間未満 200 円

※特殊勤務手当は、著しく危険、不快、不健康または困難であるなど特殊な勤務に従事する職員に支給される手当です。

（７）期末・勤勉手当の状況（2016 年４月１日現在）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月分 0.800 月分

12 月期 1.375 月分 0.800 月分

計 2.600 月分 1.600 月分
※職務の級等により５～ 15％の加算措置あり。

（８）退職手当の状況（2016 年４月１日現在）
　 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 27.40500 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.58250 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59000 月分
最高限度額 49.590 月分 49.59000 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（２％～ 20％加算）

退職時特別昇給 無し

（１）勤務時間
開始時刻 終了時刻 休憩時間 １日の勤務時間 勤務を要しない日（休日）等

午前８時 30 分 午後５時 15 分 １時間 ７時間 45 分 土・日、祝日、12 月 29 日～翌年１月３日
※職場や職種によっては、上記と異なる場合があります。

（２）休暇
種類 要件および期間

年次有給休暇 年 20 日
※採用初年度は、採用月により 20 日未満を付与。２年目以降は 20 日を限度に繰り越し。

病気休暇 公務上の負傷・疾病…その療養に必要な期間
上記以外の負傷・疾病…90 日を超えない範囲内でその療養に必要な期間

特別休暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故そのほかの特別の事由により職員が勤務しないことが相当
である場合。

（主な特別休暇）○産前・産後休暇…産前８週間、産後８週間　○夏季休暇…７月～９月の期間におけ
る３日の範囲内　○職員の親族が死亡した場合…親族に応じ、１日～１０日の連続した日数

介護休暇 連続する６か月の範囲内（無給）

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（2016 年 4 月１日現在）
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処分内容
分限処分 懲戒処分

免　職 降　任 休　職 降　格 失　職 免　職 停　職 減　給 戒　告
処分者数（人） 1 0 5 0 0 0 0 2 0 
( 分限処分 ) 公務能率の維持のため、職員の身分保障を前提にしつつ、職員に不利益な身分変動をもたらす処分
( 懲戒処分 ) 職員の義務違反に対する、道義的責任を負わせ、制裁を行う処分

　全ての職員は「全体の奉仕者」として公共の利益のために勤務し、職務遂行に当たって全力を挙げてこれに専念するた
めに地方公務員法の規定により職務上の義務が課せられています。
　全ての職員には採用時、全体の奉仕者として、公共の利益のために専念する旨等を宣誓させています。
職員の義務等
　職務に専念する義務、信用失墜行為の禁止、政治的行為の制限、争議行為等の禁止、営利企業等への従事制限、法令お
よび職務命令に従う義務、秘密を守る義務

　「出水市職員の退職管理に関する条例」に基づき本市を退職後、本年６月までに再就職の届け出があった
　人数について公表します。

再就職先
区分

公社等外
郭団体

その他団
体・企業

出水市 再就職
合計

再就職して
いない 合計

再任用職員 臨時職員
退職時、課長級以上の

職員であった者 １ ２ ５ ０ ８ ９ 17

（１）職員研修の状況（2015 年度実績）
研　修　名 研修場所等 受講人員

階層別 ( 初級、中級、主査、係長、課長
補佐、課長 ) 職員研修 鹿児島県自治研修センター 73 人
論理的問題解決等特別研修 〃 47 人
市町村アカデミー研修 千葉県千葉市 ６人
国際文化アカデミー研修 滋賀県大津市 ４人
日本経営協会主催行政専門事務講座 福岡県福岡市 22 人
さつま出水青年会議所派遣研修 勤務時間外に従事 ２人
出水市活性化プロジェクト研修 庁内 18 人
市民満足度向上・モチベーション向上研修 庁内 31 人
法制執務研修 庁内 19 人
やねだん故郷創世塾 鹿屋市串良町 ７人
人権同和問題研修 中央公民館 77 人

（２）人事評価の状況
①目的
　職員の勤務成績を的確に把握して公正な
　評価を行い、職員の能力開発や人材育成
　などに生かす。
②評価期間
　毎年４月１日から翌年３月 31 日まで
　（評価基準日：１月１日）
③評価項目
　実績、能力、勤務態度を詳細項目に分け
　て評価
④評価の基準
　１～５の５段階評価
⑤評価結果の活用方法
　人事異動等、その他検討中

（１）市職員互助会の主な事業（2015 年度実績）
種　別 事業内容 給　付　額

人間ドック
事業助成

会員が人間
ドックを利
用した場合

１日ドック 10,000 円
（医療ｾﾝﾀｰ利用） 15,000 円
２日ドック 20,000 円
脳ドック 10,000 円
ＰＥＴ等の検診 30,000 円
配偶者ドック 5,000 円

（２）職員健康診断事業等
　　　（2015 年度実績）

項　目 受診者数
定期健康診断 262 人

人間ドック 298 人

　市職員互助会は、条例により設置され、職員の相互共済や福利厚生に関する事業を行っています。
　その経費は、主に会員の会費で充てられ、人間ドックのみ、市からの補助金等が一部充てられています。

（１）勤務条件等に関する措置の要求（2015 年度実績） 前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。
（２）不利益処分に関する不服申立て（2015 年度実績） 前年度からの継続事案がなく、また、新たな措置要求もなし。

　育児休業（子が３歳に達するまで）　　　　　　　　　　　取得人数　12 人
　育児部分休業（１日２時間以内・子が小学校就学前まで）　取得人数　２人

４　職員の休業の状況（2016 年４月 1 日現在）

５　職員の分限および懲戒処分の状況（昨年（2015）度）

６　職員の服務の状況（地方公務員法に基づく職員の義務等）

７　職員の退職管理の状況（2016 年７月 1 日現在）

８　職員の研修および人事評価の状況

９　職員の福祉および利益の保護の状況

10　その他（公平委員会の業務に関する報告）
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サッカー ①出水クラブ
②野田７１０クラブ

   バスケット
ボー ル　

男子　①ＢＢＣ．ＡＬＬ　ＩＺＵＭＩ
　　　②北薩クラブ
女子　①ＢＳ女子→ズ
　　　②出水高校

ハンドボール 男子　①出水クラブ　②出水高校
女子　①出水クラブ　②出水高校

軟式野球 ①グランドスラム　　②ヤマトBC

ソフトボール ①レスキュー　　　　②ラッキーズ
ターゲット・
バードゴルフ

シニアの部　　　　　①横　山　　　顕　　　　　　　　　　②三反田　岑　生
レディースの部　　　①三　角　幸　恵　　　　　　　　　　②原　田　文　子
一般男子の部　　　　①池　上　良　雄　　　　　　　　　　②田　中　幸　造　

バレーボール 男子Ａクラス　　　　①リターンズＡ
男子Ｂクラス　　　　①渡瀬口
女子クラス　　　　　①リターンズ女子 

柔　　　道 小学１・２年生の部　①宮　脇　知　揮（野田）　　　　　　　②田　上　　　朗（野田）
小学３・４年生の部　①橋　元　隆　希（出水）　　　　　　　②西　　　雅　月（出水）
小学５・６年生の部　①柏　木　　　恋（出水）　　　　　　　②濵　洲　悠　太（出水）
中学生の部　　　　　①松　下　琉　信（出水）　　　　　　　②村　上　夢優斗（出水）

ゴ　ル　フ ①中　村　暢　志　　②山　下　昭　雄

ゲートボール ①小原チーム　　　　②寿チーム

グラウンド･
　ゴルフ

団　体　　　　　　　①野田まなずる　　　　　　　　　　　②大川内同好会１組
個　人　　　　　　　①矢原　勇（出水クラブ１組）　　　　　②中出口ミチ（西出水同好会4組）

剣　　　道 幼児（男女）　　　　　①野　畑　ま　こ（出水剣友）　　　　　②前　田　栞　凪（高尾野剣道）
小学１・２年生（男）　①福　地　大　和（出水剣友）　　　　　②荒　川　史　博（高尾野剣道）
小学１・２年生（女）　①野　畑　に　こ（出水剣友）　　　　　②餅　井　綾　乃（野田剣道）
小学３・４年生（男）　①川　畑　羽　瑠（野田剣道）　　　　　②餅　井　大　雅（高尾野剣道）
小学３・４年生（女）　①中渡瀬　仁　江（出水剣友）　　　　　②是　枝　栞　奈（野田剣道）
小学５・６年生（男）　①上　野　潤希愛（下水流剣道）　　　　②松　島　侑　紀（下水流剣道）
小学５・６年生（女）　①肱　岡　桃　香（下水流剣道）　　　　②道　畑　海　羽（高尾野剣道）
中学生男子　　　　　①椿　　　海　晴（出水中）　　　　　　②蒲生原　朝　陽（出水中）
中学生女子　　　　　①猪　原　悠　月（出水中）　　　　　　②椿　　　陽　奈（出水中）
高校生男子　　　　　①蒲生原　海　斗（出水工業）　　　　　②浦　底　　　海（出水工業）
高校生女子　　　　　①梅　園　颯　季（出水高校）　　　　　②廣　川　　　葵（出水高）

ソフトテニス 小学生男子の部　　　①井手上・梶尾（荘・下水流）　　　　　②小幡・小幡（出水校区）
小学生女子の部　　　①宮内・宮下　（出水校区）　　　　　　②山平・大漉（荘・下水流）
中学生男子１年の部　①奥村・猪原（出水中）　　　　　　　　②高橋・辻田（出水中）
中学生男子２年の部　①井手上・中川（荘中）　　　　　　　　②大漉・濱畑（高尾野中）
中学生男子３年の部　①日迫・宮崎（荘中）　　　　　　　　　②福田・土持（高尾野中）
中学生女子１年の部　①野崎・橋口（出水中）　　　　　　　　②小幡・藤井（出水中）
中学生女子２年の部　①川淵・畦浦（高尾野中）　　　　　　　②大曲・大磯（高尾野中）
中学生女子３年の部　①荒木・吉海（米ノ津中）　　　　　　　②覚堂・濱上（米ノ津中）
男子総合の部　　　　①永岩・中野（出水ｸﾚｲﾝｽﾞ）　　　　　　②臼山・丸尾（出工・出高）
女子総合の部　　　　①黒岩・大石（桜花ク）　　　　　　　　②井上・上原（桜花ク）
壮年の部　　　　　　①赤松・高場（出水壮年）　　　　　　　②竹林・田上（出水壮年）

テ　ニ　ス 男子Ａクラス　　　　①松元・鳴海（テンポイント・クレセント）　②橋口・陣尾（テンポイント）
男子Ｂクラス　　　　①仮屋・寺地（出水高校）　　　　　　　②吉岡・井手上（出水高校）
女子Ａクラス　　　　①西郷・奥村（出水高校）　　　　　　　②吉田・岩下（テンポイント・フリー）
女子Ｂクラス　　　　①砂田・矢神（出水中）　　　　　　　　②山口・上口（出水中）

市制施行 10 周年記念
第 11 回種目別市民体育大会成績

《各種目で熱戦が繰り広げられました》
　市民体育大会の種目別競技の成績をお知らせしま
す。

（表記は各種目の大会成績の表記で記しています）
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バドミントン 男子ダブルスＡ級　　　①波戸内・狩集（Ｈ・Ｋ・Ｃ）　　　②濱崎・久保　（ＰＯＬＯ倶楽部）
女子ダブルスＡ級　　　①高見・米澤　（ＰＯＬＯ倶楽部）　②大宮司・葭岡（ＫＩＳＨＯ）
男子ダブルスＢ級　　　①田原迫・寺地（ＰＯＬＯ倶楽部）　②坊木・田中　（ＪＡ鹿児島いずみ）
女子ダブルスＢ級　　　①岩阪・吉本　（昼バドいずみ）　　②松原・伊尻　（Ｈ・Ｋ・Ｃ）
男子ダブルスＣ級　　　①浦・渕上　　（昼バドいずみ）　　②川畑・興島　（ろっく６９）
女子ダブルスＣ級　　　①野元・山崎　（ＰＯＬＯ倶楽部）　②二反・中尾　（ＰＯＬＯ倶楽部）
共通ダブルスＤ級　　　①住吉・山下　（荘スポ少）　　　　②濱邊・山口　（荘スポ少）

卓　　　球 小学生女子３学年　　　①岩　井　美　聡（出水ＴＴＣ）
小学生女子４学年　　　①白　梅　怜　実（出水ＴＴＣ）
小学生女子６学年　　　①宮　後　真　悠（出水ＴＴＣ）　　②立　山　絢　菜（出水ＴＴＣ）
中学生男子Ａ　　　　　①中　原　湧　斗（出水ＴＴＣ）　　②立　沢　納　基（高尾野中）
中学生男子Ｂ　　　　　①井手上　昴　輝（出水ＴＴＣ）　　②糸　田　将　之（出水ＴＴＣ）
中学生男子Ｃ　　　　　①寺　地　虎　琉（出水中）　　　　②樋　口　雄　大（江内中）
中学生女子Ａ　　　　　①豊　田　莉　那（出水ＴＴＣ）　　②松　元　望　暖（出水ＴＴＣ）
中学生女子Ｂ　　　　　①末　永　萌　恵（出水中）　　　　②井　上　愛　梨（高尾野中）
中学生女子Ｃ　　　　　①阪　本　ひまり（出水中）　　　　②岩　井　仁　美（出水ＴＴＣ）

弓　　　道 団体　中学生男子　　　①米ノ津中Ａ　　　　　　　　　　②高尾野中Ａ
　　　中学生女子　　　①高尾野中Ｃ　　　　　　　　　　②米ノ津中Ａ
　　　高校生男子　　　①出水商業　　　　　　　　　　　②出水工業
　　　高校生女子　　　①出水商業Ａ　　　　　　　　　　②出水商業Ｂ
個人　中学生男子　　　①松　下　雄　磨（米ノ津中）　　　②山　門　　　龍（高尾野中）
　　　中学生女子　　　①小　村　陽　香（高尾野中）　　　②橋　口　紗　羽（米ノ津中）
　　　高校生男子　　　①川　内　元　気（出水商業）　　　②福　島　勇　翔（出水商業）
　　　高校生女子　　　①小　園　舞　花（出水商業）　　　②波　留　可奈子（出水商業）
　　　一般男子　　　　①二　宮　裕　樹　　　　　　　　②中出口　正　幸
　　　一般女子　　　　①谷　川　万由美　　　　　　　　②吉　田　優　子

陸 上 競 技 短距離(100ｍ)
　小学１年生男子　　　①山　下　龍太郎（米ノ津東小）　　②　泉　　龍　希（米ノ津小）
　　　　　　女子　　　①德　永　安　美（米ノ津東小）　　②吹　本　結　月（米ノ津東小）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②江　川　　　杏（米ノ津陸上）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②黒　田　ひなの（出水小）
　　　２年生男子　　　①川　俣　直　輝（出水小）　　　　②児　島　麗　央（米ノ津小）
　　　　　　女子　　　①小　城　未　久（出水市陸上）　　②塚　田　　　紬（米ノ津東小）
　　　３年生男子　　　①菅牟田　遥　生（出水市陸上）　　②田　中　　　玲（米ノ津東小）
　　　　　　女子　　　①宇　藤　くらら（米ノ津東小）　　②外　　　菜　摘（切通陸上）
　　　４年生男子　　　①佐　藤　高太郎（出水市陸上）　　②長　船　壱　星（米ノ津小）
　　　　　　女子　　　①迫　田　陽　愛（出水市陸上）
　　　　　　　　　　　①下境田　和　花（出水市陸上）
　　　５年生男子　　　①森　田　将　巧（米ノ津陸上）　　②山　内　健　新（切通陸上）
　　　　　　女子　　　①今　中　万　桜（米ノ津陸上）　　②田　中　架　恋（出水市陸上）
　　　６年生男子　　　①濱　　　優　斗（米ノ津東陸上）　②佐　藤　光　将（米ノ津東陸上）
　　　　　　女子　　　①折　田　千　京（出水市陸上）　　②宮　田　莉　寿（西出水小）
　　　　中学男子　　　①西牟田　　　駿（野田中学校）　　②岩　崎　蓮　斗（野田中学校）
　　　　　　女子　　　①牧　　　風　樺（野田中学校）　　②江　南　　　優（出水中学校）
リレー (400ｍ)
　小学１・２年生男子　①米ノ津陸上　　　　　　　　　　②米ノ津東陸上
　　　　　　　　女子　①米ノ津東小　　　　　　　　　　②米ノ津東陸上
　小学３・４年生男子　①米ノ津小　　　　　　　　　　　②米ノ津東小
　　　　　　　　女子　①出水市陸上　　　　　　　　　　②米ノ津東陸上
　小学５・６年生男子　①米ノ津陸上　　　　　　　　　　②米ノ津東小
　　　　　　　　女子　①出水市陸上　　　　　　　　　　②西出水小
　　　　　　中学男子　①出水中学校Ｂ
　　　　　　中学女子　①出水中学校Ｂ　　　　　　　　　②野田中学校

ボクシング 【少年の部】
　　　　　　ﾗｲﾄﾌﾗｲ級　①米丸　響（出水工業高校）　　　　フライ級　①茶園　千尋（出水工業高校）
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水　　　泳

体　操

【４年生以下男子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生男子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生男子】
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ背泳ぎ
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【高校生男子】
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ背泳ぎ
100ｍバタフライ

【一般男子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍバタフライ

【４年生以下女子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ

100ｍ平泳ぎ
100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ
100ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
100ｍリレー

【５・６年生女子】
25ｍ自由形
25ｍバタフライ
25ｍ平泳ぎ
50ｍ自由形
50ｍ背泳ぎ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【中学生女子】
50ｍ自由形
50ｍバタフライ
50ｍ平泳ぎ
100ｍ自由形
100ｍ背泳ぎ
100ｍ平泳ぎ
200ｍﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ
200ｍリレー

【高校生女子】
50ｍ自由形
50ｍバタフライ

【一般女子】
25ｍ自由形
25ｍ背泳ぎ
25ｍバタフライ

【職場・チーム対抗】
男子100ｍリレー

①右田　晴大（セイカ出水）
①牧山蒼一朗（西出水水泳）
①上野　悠翔（米ノ津東水泳）
①肱元　陸都（西出水水泳）
①宮崎　　元（米ノ津東水泳）
①宮崎　　元（米ノ津東水泳）
①馬場園敢太（西出水水泳）
①立花　和誠（米ノ津　優泳）
①上野　悠翔（米ノ津東水泳）
①西出水水泳Ａ
①西出水水泳Ａ

①鏡　　日翔（出水メイプル）
①重田　一折（セイカ出水）
①原田　優斗（セイカ出水）
①松田　　峻（米ノ津　優泳）
①鏡　　日翔（出水メイプル）
①竪道　天満（西出水水泳）
①秋永　虎太郎（米ノ津東水泳）
①松木　亮太（米ノ津東水泳）
①上野　翔聖（米ノ津東水泳）
①段原弘太郎（セイカ出水）
①米ノ津東水泳
①米ノ津東水泳

①橋口　晶太郎（米ノ津東水泳）
①山田　尋望（米ノ津東）
①吉井　颯斗（米ノ津東水泳）
①高桑　蒼龍（米ノ津中）
①橋口　晶太郎（米ノ津東水泳）
①宮田　　司（米ノ津中）
①東園　尚哉（米ノ津中）
①米ノ津中
①米ノ津中

①野村　健太郎（出水高校）
①中島　郁哉（出水高校）
①宮田　　蓮（出水メイプル）
①中島　郁哉（出水高校）
①宮田　　蓮（出水メイプル）

①山田　信雄（鶴泳会）
①崎元　健一（米ノ津東水泳）
①崎元　健一（米ノ津東水泳）
①小島　昌吾（出水高校）
①小島　昌吾（出水高校）
①橋口　大介（鶴泳会）

①切通　明里（米ノ津東水泳）
①森　　愛純（米ノ津東水泳）
①吉井　和花（西出水水泳）
①上戸　桜華（米ノ津東水泳）
①吉井　和花（米ノ津東水泳）
①久富　彩絢（西出水水泳）

①諏訪　楓果（米ノ津東水泳）
①諏訪　楓果（米ノ津東水泳）
①米ノ津東水泳
①米ノ津東水泳Ａ

①牧野　愛実（セイカ出水）
①切通　杏里（米ノ津東水泳）
①牧野　愛実（セイカ出水）
①田浦　凜夏（セイカ出水）
①城須　海緒（出水メイプル）
①楠元　咲貴（西出水水泳）
①田浦　凜花（ｾｲｶ出水）
①小出水優花（米ノ津東）
①西出水水泳
①米ノ津東水泳Ａ

①野崎ゆうみ（西出水水泳）
①齋藤　　雅（米ノ津中）
①川内　美遙（セイカ出水）
①齋藤　　雅（米ノ津中）
①田中　友香（米ノ津中）
①川内　美遙（セイカ出水）
①米ノ津中
①米ノ津中

①橋口　大空（鶴泳会）
①山口　美波（セイカ出水）

　　　　　　 大会新

①牛ノ濱明子（鶴泳会）
①遠竹日出子（鶴泳会）
①牛ノ濱明子（鶴泳会）

①米ノ津中Ａ

小学生の部
中学生の部
高校生の部

①吉元　鷹士郎
①山本　拓海
①原口　幸大

②楠元　佳樹
②門口　乙
②平山　陽太郎

11 広報いずみ2016（平成28年）11月



市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

　

本
市
で
も
空
き
家
は
年
々
増
加
し
て
い

て
、
今
後
も
さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
空
き
家
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
か
ら
長
期
間
放
置
さ
れ
、
老
朽
化
に
よ

る
倒
壊
、
樹
木
・
雑
草
の
繁
茂
、
不
法
侵
入

な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
周
辺
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
今
後

の
空
家
等
対
策
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方

や
、
空
き
家
の
適
正
管
理
の
推
進
、
利
活
用

の
促
進
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
総
合
的
・
計

画
的
に
進
め
る
た
め
、「
出
水
市
空
家
等
対

策
計
画
」
を
定
め
ま
し
た
。

　

空
家
等
の
管
理
責
任
は
所
有
者
に
あ
り
ま

す
が
、
行
政
、
市
民
、
地
域
、
事
業
所
等
が

連
携
・
協
働
し
て
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。空

家
等
対
策
の
内
容

空
家
等
の
発
生
防
止

空
家
等
の
流
通
・
活
用
促
進

○
空
き
家
相
談
窓
口
の
設
置

○
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
開

設○
空
家
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
支

　

援
（
補
助
）

管
理
不
全
な
空
家
等
の
改

善
・
解
消

　

法
に
即
し
た
改
善
指
導

　

の
実
施
（
助
言
・
指
導
、

　

勧
告
、
命
令
等
）

特
定
空
家
等
の
除
却
・
解

体
支
援
（
補
助
）

空
き
家
等
に
係
る
跡
地
の

活
用

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設

～
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の登

録
物
件
を
募
集
～

　

市
で
は
、
空
き
家
情
報
登
録
制
度
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
と
は
、
空
き
家
を
有
効

に
利
用
す
る
た
め
、
市
が
市
内
へ
の
移
住

や
定
住
を
希
望
す
る
人
な
ど
に
空
き
家
物

件
の
情
報
を
紹
介
す
る
制
度
で
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
そ
の
情
報
を
広
く

公
開
し
ま
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

は
無
料
で
す
。

登
録
で
き
る
物
件

○
個
人
が
居
住
を
目
的
と
し
て
本
市
内
に

　

所
有
し
、
現
に
誰
も
居
住
し
て
い
な
い

　

ま
た
は
近
く
居
住
し
な
く
な
る
建
物
。

※
そ
の
建
物
が
事
業
用
と
し
て
使
わ
れ
て

　

い
た
と
判
断
で
き
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

※
老
朽
化
が
著
し
い
住
宅
な
ど
は
、
登
録

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
方
法

　

登
録
申
込
書
と
登
録
カ
ー
ド
を
、
本
庁

　

住
宅
政
策
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
改
修
事
業
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の

　

改
修
費
、
家
財
道
具
の
処
分
お
よ
び
清

　

掃
費
の
補
助
制
度
も
併
せ
て
開
始
し
ま

　

し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
空
き
家
相
談
窓
口

　
（
本
庁
住
宅
政
策
課
内
）

　
（
☎
�
４
１
２
７
）

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
媒
介
に
関

す
る
協
定
を
締
結

　

市
が
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
10
月
５
日
、
公
益
社
団
法

人
鹿
児
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
お
よ

び
公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会
鹿

児
島
県
本
部
と
、
契
約
な
ど
の
媒
介
に
関

す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
物
件
の
取
引
の
交
渉
、
契
約
等

は
、
両
法
人
に
所
属
す
る
宅
建
業
者
の
仲
介

で
行
わ
れ
ま
す
。
市
は
登
録
申
込
受
付
や
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
、
空
き
家
物
件
の
取
引

交
渉
や
契
約
は
、
空
き
家
の
所
有
者
、
購
入
・

賃
貸
希
望
者
お
よ
び
宅
建
業
者
の
三
者
で
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

売
買
・
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と

き
は
、
宅
建
業
者
に
法
律
の
規
定
に
基
づ

く
仲
介
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

空き家情報登録制度「空き家バンク」イメージ図

空き家を売りたい人、貸したい人

市内の宅地建物取引業者

空き家の所有者 利用希望者

空き家を買いたい人、借りたい人

市役所

物件登録 利用登録

協

定

契約交渉 契約交渉
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青
木
地
区
山
田
楽
保
存
会

　

青
木
地
区
山
田
楽
は
、
出
水
地
頭
山
田
昌
巖
が
士
気

を
鼓
舞
す
る
た
め
に
作
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
県
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
太
鼓
、
平
太
鼓
、
鉦か
ね

で
構
成
さ
れ
、
宮
太
鼓
は
絣
か
す
り

の
着
物
に
赤
青
の
た
す
き
、
馬
毛
で
つ
く
っ
た
毛
笠
を

被
り
ま
す
。
平
太
鼓
は
袢は
ん
て
ん天
を
着
け
、
胸
に
太
鼓
、
両

手
に
笹さ
さ

、
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
り
、
竹
枠
の
背
負
い
笹
に

色
紙
チ
ロ
リ
を
付
け
て
背
負
い
ま
す
。
鉦
は
絣
の
着
物

を
着
流
し
、
チ
ロ
リ
笠
を
か
ぶ
り
ま
す
。
見
ど
こ
ろ
は

躍
動
的
な
足
の
運
び
で
、
踊
り
の
最
後
の
山
道
楽
で
は

「
コ
ラ
サ
イ
、
コ
ラ
サ
イ
、
コ
ラ
サ
ノ
サ
イ
サ
イ
」
の
掛
け

声
で
勇
ま
し
く
踊
り
ま
す
。

　

以
前
は
若
宮
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
市
内
外
の
依
頼
に
応
じ
て
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

伝
承
活
動
も
活
発
で
、
保
存
会
が
野
田
小
学
校
の
６
年

生
に
指
導
し
、
運
動
会
な
ど
で
披
露
し
て
い
ま
す
。

熊
陳
地
区
田
之
神
舞
保
存
会

　

熊
陳
地
区
田
之
神
舞
は
、
秋
の
ホ
ゼ
祭
り
で
熊
野
神

社
に
奉
納
し
て
い
た
大
勢
で
舞
う
田
之
神
舞
で
、
演
劇

的
な
郷
土
芸
能
で
す
。

　

高
烏
帽
子
に
陣
羽
織
姿
の
田
の
神
と
、
三
吉
と
い
う

道
化
役
が
登
場
し
ま
す
。
三
吉
は
、頭
に
紅
白
の
鉢
巻
、

顔
は
厚
化
粧
、
頭
は
シ
ュ
ロ
皮
の
ち
ょ
ん
ま
げ
、
手
に

す
り
鉦か
ね

を
持
ち
踊
り
の
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
大
勢
の

杵き
ね

回
し
は
、
黒
い
衣
裳
に
た
す
き
姿
で
腰
を
か
が
め
、

複
雑
に
曲
っ
た
木
杵
を
手
で
回
し
な
が
ら
現
れ
ま
す
。

最
後
に
、
裾す
そ

模
様
の
衣
裳
で
女
装
を
し
た
嫁
ジ
ョ
が
登

場
し
ま
す
。
杵
回
し
の
１
人
が
持
っ
て
き
た
臼
で
、
嫁

ジ
ョ
の
手
ま
ぜ
で
餅
を
つ
き
、
つ
き
あ
が
っ
た
餅
を
嫁

ジ
ョ
が
田
の
神
に
捧
げ
ま
す
。
杵
回
し
は
、
争
っ
て
臼

に
残
っ
た
餅
を
食
べ
、
田
の
神
を
先
頭
に
全
員
列
を
作

っ
て
退
場
し
ま
す
。
大
変
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊
り
で
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
部
地
区
鼓
楽
保
存
会

　

西
部
地
区
鼓
楽
保
存
会
は
、
西
部
村
づ
く
り
推
進
委
員

会
に
よ
り
１
９
８
５
年
に
復
活
し
た
踊
り
で
す
。

　

鼓
楽
の
踊
り
は
俗
称
「
鉦か
ね

踊
り
」
と
呼
ば
れ
、
薩
摩
地

方
に
伝
わ
る
西
目
小
楽
の
流
れ
を
汲
み
、
昔
か
ら
秋
の
彼

岸
の
祭
り
に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
踊
り
は
、
野
田
町
の
小
村
市
之
助
さ
ん
が
残
し
た

西
目
小
楽
の
楽
譜
を
基
に
、
振
り
付
け
は
内
野
々
集
落
の

内
野
喜
助
さ
ん
に
意
見
を
聞
き
、
谷
口
貞
雄
さ
ん
、
柴
田

力
松
さ
ん
達
と
共
に
野
元
康
雄
さ
ん
が
決
定
し
復
活
し
ま

し
た
。
踊
り
は
、入
れ
鉦が
ね
、小
鉦
、入
れ
鼓で
こ
、小
鼓
か
ら
な
り
、

か
す
り
の
着
物
に
タ
ス
キ
を
か
け
、
７
つ
に
構
成
さ
れ
た

演
目
を
「
ソ
ー
ラ
、
サ
ー
ア
、
ホ
ラ
、
イ
ー
ヨ
、
ヤ
ド
ッ
コ
イ
」

な
ど
の
掛
け
声
で
、
鉦
と
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
秋
分
の
日
の
紫
尾
神
社
の
秋
祭
り
に
合
わ
せ

て
、
住
吉
神
社
、
紫
尾
神
社
、
南
方
神
社
で
披
露
さ
れ
る

ほ
か
、
高
尾
野
町
西
部
地
区
各
所
で
奉
納
し
て
い
ま
す
。

下
中
小こ
の
ぼ
り幟
踊
り
保
存
会

　

下
中
小
幟
楽
は
、
お
よ
そ
４
２
０
年
前
、
島
津
義
弘
公

が
朝
鮮
の
役
に
出
兵
し
た
時
に
踊
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。
昔
は
薩
摩
藩
内
各
所
に
あ
っ
た
も
の
で
、
普
通

は
「
太
鼓
踊
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、出
水
で
は
「
小

幟
」
と
呼
ば
れ
、
下
中
自
治
会
の
み
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

踊
り
で
す
。
太
鼓
に
よ
っ
て
進
み
、
鉦か
ね

で
退
く
と
い
う
昔

の
兵
法
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
は
、
太
鼓
組
、
鉦
組
で
構
成
。
太
鼓
組
は
、
胸
に

太
鼓
、
幟
旗
を
背
負
い
、
作
業
着
物
に
色
物
の
帯
、
頭
に

手
拭
い
を
か
ぶ
り
、
コ
ハ
ゼ
付
き
の
脚き
ゃ
は
ん絆
を
つ
け
ワ
ラ
ジ

を
履
き
ま
す
。
鉦
組
は
、腰
に
予
備
の
打
ち
鉦
棒
を
差
し
、

か
す
り
の
着
物
に
博
多
帯
、
黒
足
袋
に
ワ
ラ
ぞ
う
り
を
履

き
、
顔
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
御
幣
を
つ
け
た
ス
ゲ
笠
を
か

ぶ
り
ま
す
。
立た
て
つ
け付
、
出で
は
よ
こ
と
び

発
横
跳
な
ど
９
の
演
目
が
あ
り
、

た
く
さ
ん
の
旗
が
整
然
と
並
ん
だ
り
、
入
り
乱
れ
て
飛
び

跳
ね
た
り
、
と
て
も
美
し
く
勇
ま
し
い
踊
り
で
す
。

市制施行 10 周年記念事業「わがまち郷土芸能大会」
　12 月 11 日（日）に市文化会館、文化会館駐車場で「わがまち郷土芸能大会」を開催します。
　当日は、12 の郷土芸能団体が出演します。先月に続き出演する団体を紹介します。
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ツ
ル
や
冬
の
鳥
を
観
察
し
て
み

よ
う
！

 

11
月
27
日
（
日
） 

　

午
前
９
時
～
同
11
時

 

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
周
辺

　
（
荒
崎
）

 

無
料

定
員　
20
人

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

11
月
８
日
（
火
）
か
ら
電
話
で

　

受
け
付
け
ま
す
。

・
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

県
立
博
物
館
の
展
示
や
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
を
見
学
し
よ
う
！
ク
レ

イ
ン
パ
ー
ク
発
着
の
バ
ス
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
13
日
（
日
） 

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分

 

県
立
博
物
館
（
鹿
児
島
市
）

※
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
か
ら
バ
ス
で

　

移
動
し
ま
す
。

 
無
料

定
員　
18
人

　

市
制
施
行
10

周
年
記
念
事
業

「
第
22
回
出
水
市

大
産
業
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　

同
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

市
陸
上
競
技
場
周
辺
等

内
容

○
「
ふ
る
さ
と
出
水
特
産
市
」「
農

　

林
水
産
ま
つ
り
」「
飲
食
ま
つ

　

り
」「
く
ら
し
と
木
材
ま
つ
り
」

　
「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
ほ
か
盛

　

り
だ
く
さ
ん
で
す
。

○
文
化
会
館
横
の
市
道
を
今
年
も

　

歩
行
者
天
国
に
し
て
「
自
衛
隊

　

ブ
ー
ス
」
や
「
消
防
ブ
ー
ス
」

　

を
設
置
し
、
車
両
の
展
示
等
を

　

行
い
ま
す
。

　

今
年
も「
野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
」

～
野
田
産
業
祭
～
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

 

12
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分

 

野
田
農
産
加
工
施
設
お
よ
び

　

そ
の
周
辺

内
容

○
農
畜
産
物
展
示
即
売
、そ
ば（
食

　

事
）
と
生
め
ん
の
販
売
、
抽
選
会

○
イ
ベ
ン
ト

　

卵
の
大
安
売
り
、
米
の
す
く
い

　

ど
り
、
玄
米
餅
の
無
料
配
布
、

　

餅
投
げ
大
会

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

太
鼓
演
奏
、
吹
奏
楽
演
奏
、
ダ

　

ン
ス
等

 

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
事
務
局
（
鶴
の
町
商
工
会

　

野
田
支
所
内
）（
☎
�
２
０
６

　

２
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

野
田
郷
む
ら
ま
つ
り

出
水
市
大
産
業
祭

○
「
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」「
市
民

　

健
康
ま
つ
り
」「
環
境
フ
ェ
ス

　

タ
」「
盆
栽
展
（
出
水
公
会
堂
）」

　

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
友
好
都
市
の
「
釧
路
市
と
周
南

　

市
の
物
産
展
」
に
加
え
て
、
姉

　

妹
都
市
の
「
韓
国
順
天
市
の
物

　

産
展
」
や
交
流
都
市
の
「
都
城

　

市
の
物
産
展
」
も
同
時
開
催
し

　

ま
す
。

※
出
水
地
区
小
学
校
対
抗
一
輪
車

　

競
走
大
会
は
11
月
19
日
（
土
）

　

に
開
催
し
ま
す
。

 

本
庁
産
業
振
興
政
策
課
産
業

　

振
興
政
策
係
（
☎
�
４
８
０
０
）

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
４
年
生
以
下
の
場
合
は
児

　

童
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
の

　

付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

 

10
月
20
日
（
木
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

県
立
博
物
館
に
行
っ
て

み
よ
う
！

博
物
館
講
座
５

「
野
鳥
観
察
会
」

　

江
戸
時
代
の
代
表
的
な
街
道
で

あ
る
「
薩
摩
街
道
出
水
筋
」
や
近

隣
の
さ
ま
ざ
ま
な
史
跡
を
、「
三

国
名
勝
図
会
」
や
写
真
等
で
紹
介

す
る
巡
回
特
別
展
を
開
催
中
で

す
。

 

10
月
23
日
～
11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
休
館
日
（
11
月
18
日
（
金
））

 

高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館
一
階

 

無
料

 

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

参
勤
の
道
・
三
国
名
勝

図
会
と
写
真
で
見
る

薩
摩
街
道
出
水
筋
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　地元の安心・安全・信頼できる野
菜・果物などを、安価にたくさん品
ぞろえして、お待ちしています。

（電話・ＦＡＸ　82 － 4615）

大久保地区村づくり
　物産直売所「山ん神」
　　14 周年記念セール開催 !!
期　日　11 月５日（土）
時　間　午前８時～午後５時

　

市
大
産
業
祭
の
健
康
ま
つ
り
で

「
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
受
け
付
け

　

午
前
11
時
ス
タ
ー
ト

 

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル　

　
（
市
大
産
業
祭　

健
康
ま
つ
り

　

会
場
）

 

無
料

対
象
者　
ハ
イ
ハ
イ
が
で
き
る
未

　

歩
行
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護

　

者
の
ペ
ア

 

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
、
生
年
月

　

日
、
連
絡
先
、
保
護
者
の
氏
名

　

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
11
月
11
日
（
金
）

※
定
員
（
20
組
）
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
ま
す
。

・
　

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
スkenkou_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ

レ
ー
ス
を
開
催

 

出
水
音
楽
祭
２
０
１
６
♪

　

和
太
鼓
や
合
唱
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
な
ど
市
内
の

団
体
等
が
参
加
す
る
音
楽
祭
で

す
。

 

12
月
４
日
（
日
）

　
 

午
後
１
時
開
演

 
市
文
化
会
館

 

無
料

参
加
団
体　

高
尾
野
兵
六
太
鼓
、

　

ゴ
ー
シ
ュ
、ア
ン
サ
ン
プ
ルA

・

　

gain

、
コ
ー
ル 
メ
イ
プ
ル
、
出

　

水
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
西
出

　

水
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、

　

コ
ー
ル 

出
水
、
混
声
合
唱
団

　

ソ
ナ
ー
レ
、
下
水
流
小
学
校
ス

　

マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
、
コ
ー
ル 

ひ

　

だ
ま
り
、
東
出
水
小
学
校

　

金
管
バ
ン
ド
、
ク
レ
イ
ン

　

コ
ー
ラ
ス
２
０
１
６
、
出

　

水
中
学
校
合
唱
部
、
出
水

　

中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽

　

部
、
コ
ー
ル 

の
だ

 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

文
化
会
館
で
生
の
音
楽

に
触
れ
ま
せ
ん
か
♪

陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

演
奏
会
♪

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
持
っ
て
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
る
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

の
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
17
日
（
木
） 

午
後
６
時

　
（
午
後
５
時
開
場
）

 

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

 

無
料

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
演

奏
会
♪

　

北
薩
で
産
声
を
あ
げ
て
35
年
。

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
の
記
念
演

奏
会
～
心
の
オ
ア
シ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
～
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
26
日
（
土
）

　

 

午
後
６
時
30
分

　
（
午
後
６
時
開
場
）

 

市
文
化
会
館

 

大
人　

５
０
０
円

　

高
校
生
以
下　

３
０
０
円

曲
目　
混
声
合
唱
組
曲
筑
後
川
、

　

川
の
流
れ
の
よ
う
に
、
い
い
日

　

旅
立
ち　

ほ
か

※
瀬
戸
口 

美
希
代 

氏
（
ソ
プ
ラ

　

ノ
）、
瀬
戸
口 

浩 

氏
（
バ
リ
ト

　

ン
）、村
原 

仁
美 

氏
（
ピ
ア
ノ
）

　

の
客
演
も
あ
り
ま
す
。

 

混
声
合
唱
団
ソ
ナ
ー
レ
事
務

　

局
（
☎
�
９
９
０
９
：
池
田
）

　

見
る
こ
と
や
聞
く
こ
と
が
不
自

由
な
方
も
誰
も
が
一
緒
に
楽
し
め

る
、
音
声
ガ
イ
ド
と
日
本
語
字
幕

ス
ー
パ
ー
入
り
の
映
画
を
（
株
）

住
友
商
事
の
ご
協
力
で
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

上
映
作
品　
武
士
の
家
計
簿

 

12
月
３
日
（
土
）

　

 

午
後
６
時
30
分

 

市
立
中
央
図
書
館　

研
修
室

 

無
料

定
員　

50
人

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り

　

次
第
締
め
切
り
）

・
　

中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　
９
４
３
９
）

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会

「
武
士
の
家
計
簿
」
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市
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
発
生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

を
用
い
た
訓
練
で
、
本
市
以
外
の
地
域
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
施
日
時　
11
月
29
日(

火
）

　

午
前
11
時
ご
ろ

訓
練
で
行
う
放
送
試
験　

　

市
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無
線

　

か
ら
、
次
の
よ
う
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

放
送
内
容

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。」
×
３

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
出
水
市
で
す
。」

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や
武

力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人

工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
生
活
の
中

で
直
面
し
て
い
る
問
題
点
や
市
政
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
直
接
お
聴
き
し

て
、
今
後
の
市
政
推
進
に
役
立
て
る
た
め

に
市
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
高
尾
野
地
域
、
野
田
地
域

を
対
象
と
し
、
計
４
か
所
で
開
催
す
る
予

定
で
す
の
で
、
多
く
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。対
象
者
は
、

各
小
学
校
区
の
居
住
者
と
し
ま
す
が
、
他

の
会
場
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

実
施
時
間　
午
後
７
時
～
同
９
時

 

本
庁
総
合
政
策
課
総
合
政
策
係

　
（
☎
�
４
１
２
５
）

市政座談会実施日、場所等
月　日 場　所 対　象

（小学校区等）

11 月８日（火） 高尾野農村環境改善
センター農事研修室 高尾野、下水流

11 月 14 日（月） 江内カントリーコア 江内

11 月 21 日（月） 野田支所別館
大会議室 野田

11 月 24 日（木） 中央公民館
小ホール

各種団体等
（商工・観光関
係団体）

市
政
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
を
使
っ
た
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
や
そ
の
他
の
家

　

族
な
ど
に
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

①
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

　

絡
（
通
告
）

②
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

　

る
相
談
・
連
絡
先

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

　
（
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
））

　

鹿
児
島
県
中
央
児
童
相
談
所

　
（
☎
０
９
９

－

２
６
４

－

３
０
０
３
）

　

出
水
市
家
庭
児
童
相
談
室

　
（
☎
�
２
６
８
８
）

　

国
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た
11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

と
定
め
、
民
間
団
体
や
地
方
自
治
体
な
ど

の
多
く
の
関
係
者
に
参
加
を
求
め
、
児
童

虐
待
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
親
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
虐
待

が
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
全
て
の
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

ず
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

※
子
ど
も
へ
の
虐
待
と
は　

保
護
者（
親
、

　

ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育
者
）
に
よ
っ

　

て
子
ど
も
に
加
え
ら
れ
た
次
の
よ
う
な

　

行
為

○
身
体
的
虐
待　
な
ぐ
る
、
け
る
、
激
し

　

く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、

　

戸
外
に
閉
め
出
す
な
ど

○
性
的
虐
待　
性
的
行
為
の
強
要
、
性
器

　

を
触
る
、
触
ら
せ
る
、
性
器
や
性
交
を

　

見
せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
ま
た
は
怠

　

慢
）

　

家
に
閉
じ
こ
め
る
、食
事
を
与
え
な
い
、

　

衣
服
や
下
着
な
ど
を
長
時
間
ひ
ど
く
不

　

潔
な
ま
ま
に
す
る
、
お
む
つ
を
替
え
な

　

い
、
極
端
に
不
潔
な
環
境
の
中
で
生
活

　

を
さ
せ
る
、
自
動
車
内
や
家
に
置
き
去

　

り
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

　

脅
迫
、
無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、

児
童
虐
待
を
防
止
し
よ
う

市税等の納付は、便利な口座振替で！

～口座振替はお手続き後の翌々月から開始されます～
　市税等のお支払いには、煩雑さの解消や紛失・盗難等
の不安解消の点から、口座振替をお勧めしています。
　税目等ごとに口座振替の手続きが必要であるため、詳
しくはお問い合わせください。
問い合わせ先　本庁税務課収納管理係（☎ 63 － 4028）
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※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
。

募
集
期
限　
11
月
18
日
（
金
）

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
…

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

　

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

　

守
る
応
援
者
で
、
自
分
の
で
き

　

る
範
囲
で
活
動
し
て
い
た
だ
く

　

方
で
す
。

・
　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー（
本
庁
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
２
４
７
７
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
防
止
の

お
願
い
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
、

11
月
上
旬
頃
か
ら
少
し
ず
つ
発
生

し
、
そ
れ
以
降
、
急
激
に
患
者
数

が
増
加
し
、
１
月
下
旬
か
ら
２
月

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
、
急

激
に
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

強
く
、
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
る

方
は
感
染
し
や
す
く
、
特
に
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
心
臓
や
肺
、

腎
臓
等
の
慢
性
疾
患
を
お
持
ち
の

方
は
注
意
が
必
要
で
す
。
感
染
対

策
と
し
て
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の

着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
あ
り
ま
す
。
出
水
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
者
や
病
気
を
患
っ
て
い
る

方
が
数
多
く
入
院
さ
れ
て
い
る
施

設
で
は
、
入
院
患
者
を
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
か
ら
守
る
た
め
に
感
染
対

策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
は
「
ウ
イ
ル
ス
が
施
設
内
に

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

感
染
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
基
本
」と
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
昨
年
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
時
期
に
面
会
者
を
制
限
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
、昨
年
は
、

病
院
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
と
同
様
に
面
会
者

の
制
限
を
行
う
予
定
で
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

面
会
制
限
時
期

　

市
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

　

行
が
み
ら
れ
る
と
き
（
市
内
の

　

学
校
の
学
級
閉
鎖
等
）

面
会
制
限
が
必
要
な
方

○
入
院
患
者
さ
ん
の
ご
家
族
以
外

　

の
方

○
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

○
発
熱
・
咳
・
鼻
水
な
ど
の
感
冒

　

症
状
が
あ
る
方

※
面
会
時
に
は
マ
ス
ク
着
用
が
必

　

要
で
す
。（
地
下
売
店
で
販
売
）

※
面
会
に
際
し
、
ご
迷
惑
を
お
か

　

け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　日時　11 月 12 日（土）
　　　　午前 11 時
　場所　名護漁港

　

市
で
は
、
特
定
健
診
（
個
別
健

診
）
お
よ
び
長
寿
健
診
を
11
月
10

日
か
ら
翌
年
１
月
31
日
ま
で
各
医

療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
受
診
票
等
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
健

診
を
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◎
特
定
健
診
（
個
別
健
診
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

　

い
る
40
歳
以
上
の
方
で
、
本
年

　

度
の
集
団
健
診
に
よ
る
特
定
健

　

診
（
７
月
～
10
月
に
実
施
）
を

　

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
各

　

医
療
機
関
で
個
別
健
診
を
受
診

　

し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
料
は
70

　

歳
未
満
の
方
が
１
５
０
０
円
、

　

70
歳
以
上
の
方
は
７
０
０
円
で

　

す
。

※
生
活
習
慣
病
の
治
療
中
の
方
は
、

　

通
院
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に

　

情
報
提
供
票
の
提
出
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

◎
長
寿
健
診

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

　

で
、
事
前
に
申
し
込
み
を
さ
れ

　

た
方
は
、
各
医
療
機
関
で
長
寿

　

健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
料
は
無
料
で
す
。
申
し
込

　

み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
受
診

　

で
き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

・
　

市
民
生
活
課
健
康
保
険
係

　
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

開
催
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。65

歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者

元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

11
月
27
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

　
（
受
付　

午
後
１
時
）

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

１
階
会
議
室

 

無
料

内
容

①
認
知
症
と
は

②
認
知
症
の
診
断
・
治
療

③
認
知
症
の
予
防　

ほ
か

定
員　
50
人

特
定
健
診
・
長
寿
健
診

を
受
診
し
ま
し
ょ
う

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
受
講
生
募
集

所得税・復興特別所得税の
予定納税（第２期分）の納
期限は 11 月 30 日です。
期限までに金融機関や税務署
の窓口で納付しましょう。

 出水税務署（自動音声案内）
　（☎ 62 － 0200）
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県
で
は
、
食
品
関
連
産
業
振
興

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
食
プ
ロ
）
の
一

環
と
し
て
、
出
水
市
内
の
食
品
関

連
工
場
等
の
現
地
説
明
会
、
見
学

会
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
元
企
業
へ
の
就
職
等
を
検
討

さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

11
月
21
日
（
月
）
午
前
９
時

 

（
集
合
場
所
）
市
文
化
会
館

　

訪
問
先　
ホ
テ
ル
泉
國
邸
、
出

　

水
酒
造
株
式
会
社
、
株
式
会
社

　

松
栄
軒

 

無
料

内
容　
現
地
施
設
見
学
、
企
業
説

　

明
会
等

対
象
者　
鹿
児
島
県
在
住
で
就
職

　

を
希
望
す
る
求
職
者

※
転
職
、
起
業
希
望
者
含
む
18
歳

　

以
上
（
た
だ
し
学
生
は
不
可
）

募
集
人
数　
先
着
25
人

参
加
条
件　
当
日
と
後
日
の
ア
ン

　

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

　

方
（
筆
記
具
持
参
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

・
　（
有
）
環
境
シ
ス
テ
ム
（
県

　

事
業
受
託
者
（
☎
０
９
９
４

－
　

４
５

－

４
４
５
２
）

地
元
企
業
い
い
と
こ
発

見
バ
ス
ツ
ア
ー

※
各
園
の
保
育
時
間
等
は
、
本
庁

　

教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

 

各
公
立
幼
稚
園
ま
た
は
本
庁

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

　

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
会
員
の
申
し
込
み
を
次
の
と
お

り
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
11
月
14
日
（
月
）
～

　

同
30
日
（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

公
立
幼
稚
園
の
申
し
込
み
受
け

付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

 

申
込
書
（
11
月
14
日
（
月
）
か

　

ら
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
に
直

　

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

11
月
15
日（
火
）～
同
25
日（
金
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

申
込
書
配
布
・
受
付
時
間

○
申
込
書
は
、
市
内
各
幼
稚
園
ま

　

た
は
本
庁
学
校
教
育
課
で
配
布

○
受
け
付
け
は
各
幼
稚
園
で
午
後

　

２
時
30
分
～
同
５
時

対
象
児

○
入
園
日
に
出
水
市
内
に
住
所
が

　

あ
る
幼
児

○
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
４

　

月
２
日
か
ら
２
０
１
４
年
（
平

　

成
26
年
）
４
月
１
日
ま
で
の
出

　

生
児

※
私
立
幼
稚
園
の
聖
母
幼
稚
園
（
☎

　

�
０
４
０
１
）
と
、
慈
光
幼
稚

　

園
（
認
定
こ
ど
も
園
）（
☎
�

　
２
９
３
１
）
は
、
11
月
１
日
か

　

ら
の
募
集
で
す
。
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
立
幼
稚
園
に

入
園
し
ま
せ
ん
か

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

幼　稚　園　名 募集予定人員 連絡先
西出水小学校附属紫翠幼稚園 89 人 ☎ 63 － 2158
東出水小学校附属幼稚園 43 人 ☎ 63 － 2163
米ノ津小学校附属幼稚園 23 人 ☎ 67 － 2938
米ノ津東小学校附属幼稚園 80 人 ☎ 67 － 1023
切通小学校附属幼稚園 34 人 ☎ 67 － 2919
荘小学校附属幼稚園 27 人 ☎ 82 － 3670
野田小学校附属幼稚園 50 人 ☎ 84 － 2067

児
童
ク
ラ
ブ
の
会
員
を

募
集

　

後
５
時
15
分

 

本
庁
・
各
支
所
の
担
当
課
ま

　

た
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
備
え
て

　

あ
る
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
の
上
、
受
付
期
間
内

　

に
本
庁
・
各
支
所
の
担
当
課
窓

　

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
児
（
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も

　

満
た
す
児
童
が
対
象
）

○
市
内
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
る

　

児
童

○
保
護
者
が
就
労
・
修
学
等
に
よ

　

り
昼
間
保
育
で
き
な
い
児
童

※
現
会
員
も
自
動
的
に
継
続
入
会

　

と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず

　

受
付
期
間
内
に
申
込
書
を
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
就
労
状
況
等
に
よ
り
、
優
先
順

　

位
の
高
い
児
童
か
ら
入
会
を
決

　

定
し
ま
す
。
定
員
に
達
し
た
場

　

合
、
待
機
と
な
る
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
所
日
・
開
所
時
間

○
平
日
・
土
曜
授
業

　

下
校
時
～
午
後
６
時

○
土
曜
日
・
夏
休
み
等
（
日
曜
・

　

祝
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

会
費　
世
帯
状
況
、
市
町
村
民
税

　

等
で
会
費
は
異
な
り
ま
す
。

※
会
費
の
ほ
か
、
お
や
つ
代
、
傷

　

害
保
険
料
等
が
別
途
必
要
で
す
。

　

開
所
時
間
、
お
や
つ
代
等
は
、

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
運
営
事
業
体
に
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

 

各
運
営
事
業
体
（
右
表
参
照
）

　

ま
た
は
本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も

　

施
設
係

　
（
☎
�
４
０
５
４
）

児童クラブ名称 募集人員 連絡先
出水 35 人

社会福祉法人出水市
社会福祉協議会
☎ 63 － 3333

西出水 50 人
東出水 35 人
米ノ津 35 人
米ノ津東 40 人
野田 30 人
まなづる 20 人
西出水保育園
中央第一 30 人 社会福祉法人

南嶺山福祉会
☎ 63 － 2172西出水保育園

中央第二 25 人

信和会米ノ津 25 人 社会福祉法人 信和会
☎ 67 － 2166

高尾野 60 人 学校法人 慈愛学園
☎ 82 － 2931江内 15 人

しもずる 40 人 社会福祉法人 下水流福
祉会☎ 82 － 0030
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県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
等
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎

年
11
月
を
「
不
法
投
棄
防
止
強
化

月
間
」
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で

す
。
こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が
、

不
法
投
棄
を
「
し
な
い
。
さ
せ
な

い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
。」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄

の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

※
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
の
中
か

　

ら
、
就
労
状
況
等
に
よ
り
保
育

　

園
入
所
の
優
先
順
位
を
決
め
て
、

　

優
先
順
位
の
高
い
方
か
ら
順
に

　

入
所
を
決
定
し
ま
す
の
で
、
受

　

付
期
間
内
に
申
し
込
ん
だ
場
合

　

で
も
、
入
所
で
き
ず
に
待
機
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

※
勤
務
先
が
出
水
市
外
に
あ
る
な

　

ど
の
理
由
で
市
外
の
保
育
園
を

　

希
望
す
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

 

本
庁
こ
ど
も
課
こ
ど
も
施
設

　

係
（
☎
�
４
０
５
４
）

　

市
で
は
、
出
産
後
の
お
母
さ
ん

が
安
心
し
て
育
児
を
ス
タ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
助
産
院
や
医
療
機
関

な
ど
に
宿
泊
し
な
が
ら
、
心
身
の

ケ
ア
や
授
乳
指
導
・
育
児
相
談
等

が
受
け
ら
れ
る「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

対
象
者
（
市
内
に
在
住
で
、
生
後

４
カ
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
母

親
で
、
次
の
よ
う
な
方
が
対
象
）

○
家
族
な
ど
か
ら
家
事
や
育
児
な

　

ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
方

○
育
児
等
へ
の
不
安
が
大
き
い
方

○
産
後
の
身
体
の
回
復
に
対
す
る

　

不
安
や
体
調
不
良
が
あ
る
方

※
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
に
医
療
行

　

為
が
必
要
な
場
合
は
、
こ
の
事

　

業
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
不
明
な
点
な
ど
詳
し
く
は
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

ケ
ア
の
内
容　
健
康
相
談
や
乳
房

　

の
ケ
ア
、子
ど
も
の
体
重
測
定
、

　

育
児
指
導
、
授
乳
指
導
、
沐
浴

　

指
導
等

※
原
則
７
日
以
内
と
し
、
最
長
14

　

日
ま
で
延
長
で
き
ま
す
。

 

利
用
機
関
や
利
用
日
数
等
で

　

計
算
し
ま
す
。
利
用
料
に
対
し

　

て
助
成
制
度
が
あ
り
、
市
内
の

　

事
業
所
で
は
子
育
て
応
援
券
も

　

使
え
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

産
後
ケ
ア
（
宿
泊
型
）

事
業
を
始
め
ま
す

平
ひ ら た

田　達
た つ み

美さん（63）
出水市の好きなところは？
　海、山が近く、自然豊か。
　インフラ整備が整いつつあ
り、交通アクセスがいい。
出水市に望むことは？
　労働力流出防止と U ターン
推進のために雇用の場の確保。
　行政のスリム化を含む財務
体質の改善。
　プロスポーツのキャンプ地
として誘致活動を！

宇
う と

都 久
く み こ

美子さん（67）
出水市の好きなところは？
　海、山、川の幸に恵まれ、
自然環境が豊かなところ。
出水市に望むことは？
　夜、市内を歩くと暗い。も
っと明るくなると良いな。駅
通り等、特に！
ひと言　今、老人施設に務め
ていて、先輩たちの言葉に学
んでいます。人を慈しむこと
ができる人でありたい。

　

来
年
４
月
以
降
に
市
内
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
園
部

分
）・
小
規
模
保
育
事
業
所
に
入

所
を
希
望
す
る
方
の
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
12
月
１
日
（
木
）
～

　

同
14
日
（
水
）

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分

 

11
月
下
旬
か
ら
本
庁
こ
ど
も

　

課
、
各
支
所
総
合
市
民
課
で
入

　

所
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
在
園
児
の
申
し
込
み
は
保
育
園

　

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
所
資
格

○
保
護
者
が
就
労
し
て
い
る
場
合

○
保
護
者
の
出
産
や
病
気
の
場
合

○
家
族
や
病
人
等
の
介
護
の
場
合

○
家
庭
が
災
害
等
に
遭
っ
た
場
合

○
保
護
者
が
求
職
中
の
場
合

※
育
児
休
業
中
の
方
で
、
職
場
に

　

復
帰
す
る
日
が
決
定
し
て
い
る

　

方
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
年
度
途
中
（
来
年
５
月
以
降
）

　

に
入
所
を
希
望
す
る
方
に
つ
い

　

て
も
12
月
の
受
付
期
間
中
に
申

　

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
保
育
園
等
の

入
所
を
受
け
付
け
ま
す

　

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、
本

庁
生
活
環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

不
法
投
棄
の
な
い
住
み

よ
い
地
域
に
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市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
だ
け

で
な
く
、
一
般
不
妊
（
男
性
を
含

む
）
治
療
・
不
育
治
療
を
受
け
た

夫
婦
に
対
し
て
、
自
己
負
担
し
た

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

夫
婦
間
で
不
妊
治
療
・

　

不
育
治
療
を
受
け
た
夫
婦
で
次

　

の
条
件
を
満
た
す
方

○
本
市
内
に
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が

　

１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る

　

こ
と

○
夫
婦
と
も
に
公
的
医
療
保
険
に

　

加
入
し
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

　

い
こ
と

対
象
と
な
る
治
療

特
定
不
妊
治
療　
医
療
保
険
が
適

　

用
さ
れ
な
い
体
外
受
精
・
顕
微

　

授
精

一
般
不
妊
治
療　
タ
イ
ミ
ン
グ
療

　

法
・
排
卵
誘
発
法
、
人
工
授
精

　

お
よ
び
こ
の
治
療
に
伴
う
男
性

　

不
妊
治
療

不
育
治
療　
不
育
症
診
断
に
伴
う

　

検
査
・
治
療

※
一
般
不
妊
治
療
お
よ
び
不
育
治

　

療
は
、
２
０
１
６
年
４
月
１
日

　

以
降
の
治
療
が
対
象
と
な
り
ま

不
妊
治
療
費
等
助
成
事

業
を
拡
充

　

す
。

助
成
額

特
定
不
妊
治
療　
１
回
の
治
療
に

　

つ
き
10
万
円
を
限
度
と
し
、
通

　

算
６
回
ま
で
助
成

一
般
不
妊
治
療　
１
年
度
当
た
り

　

５
万
円
を
限
度
に
助
成

※
治
療
を
開
始
し
た
月
の
１
日
か

　

ら
連
続
し
た
２
年
間
に
限
り
ま

　

す
。

男
性
不
妊
治
療　
１
年
度
当
た
り

　

５
万
円
を
限
度
に
助
成

不
育
治
療　
１
回
当
た
り
、
10
万

　

円
を
限
度
に
助
成

申
請
期
限

　

不
妊
・
不
育
治
療
を
終
了
し
た

　

日
か
ら
１
年
以
内
。（
治
療
を

　

中
断
し
た
場
合
も
同
様
）

・
　

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
で

は
、
女
性
を
対
象
に
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
の
女
性
の
人
権
に
関

わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
女
性
の
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
「
女
性
の

た
め
の
法
律
１
１
０
番
」
を
実
施

し
ま
す
。

 

11
月
16
日
（
水
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

 

無
料

相
談
方
法　
電
話
ま
た
は
面
接

※
電
話
、
面
接
と
も
要
予
約

・
　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

　

ー
相
談
室
（
か
ご
し
ま
県
民
交

　

流
セ
ン
タ
ー
内
）（
☎
０
９
９

　

－

２
２
１

－

６
６
３
０

※
問
い
合
わ
せ
等
可
能
な
時
間
は

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜

　

日
は
休
館
）

・

 

○
11
月
17
日
（
木
）（
奄
美
市
）

○
11
月
22
日
（
火
）（
鹿
児
島
市
）

　

午
後
６
時
～
同
９
時

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
12
月
６
日
（
火
）（
霧
島
市
）

○
12
月
13
日
（
火
）（
鹿
児
島
市
）

　

午
後
６
時
～
同
９
時

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

 

無
料

※
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
保
健
師

　

が
相
談
に
応
対
し
ま
す
。
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

県
庁
消
費
者
行
政
推
進
室

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－
２
５

　

３
３
）

特
設
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

る
、
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
悩
み
ご
と
な
ど
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

12
月
５
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館
お
よ
び
高
尾

　

野
支
所
会
議
室

 

12
月
９
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

野
田
支
所
会
議
室

 

無
料

※
市
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

　

さ
れ
た
９
人
の
人
権
擁
護
委
員

　

が
い
ま
す
。
氏
名
な
ど
広
報
い

　

ず
み
10
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

　

県
と
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

に
よ
る
宅
地
建
物
取
引
無
料
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
８
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

 

無
料

相
談
内
容

○
宅
地
や
建
物
の
取
引
な
ど

○
税
金
に
関
す
る
こ
と

○
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

○
登
記
に
関
す
る
こ
と

相
談
員　
弁
護
士
、
税
理
士
、
土

　

地
家
屋
調
査
士
、
司
法
書
士

 

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－
３
７

　

０
７
）、（
公
社
）
県
宅
地
建
物

　

取
引
業
協
会
（
☎
０
９
９

－

２

　

５
２

－

７
１
１
１
）

借
金
・
債
務
整
理
の
無
料

法
律
相
談

　

県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
に

よ
る
、
借
金
や
債
務
整
理
に
関
す

る
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

不
安
ご
と
心
配
ご
と
は

専
門
家
に
相
談
し
よ
う

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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狂
犬
病
予
防
集
合
注
射（
補
回
）

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
は
、
生
後

91
日
以
上
で
、
今
年
度
未
接
種
の

犬
で
す
。
都
合
の
良
い
会
場
か
、

市
内
の
動
物
病
院
で
来
年
３
月
１

日
ま
で
に
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

※
猟
犬
や
室
内
犬
も
、
登
録
お
よ

　

び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
義

　

務
が
あ
り
ま
す
。

・

 

次
の
表
の
と
お
り

 ○
注
射
手
数
料
（
年
１
回
）

　

３
４
０
０
円

○
登
録
手
数
料
（
生
涯
１
回
）

　

３
０
０
０
円

※
集
合
注
射
日
程
以
外
に
、
動
物

　

病
院
で
も
接
種
で
き
ま
す
。
詳

　

し
く
は
、
電
話
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

・
川
本
動
物
病
院
（
沖
田
）

　
（
☎
�
６
２
１
２
）

・
北
野
動
物
病
院
（
東
大
野
原
）

　
（
☎
�
３
６
４
４
）

・
さ
さ
き
動
物
病
院
（
西
之
口
）

　
（
☎
�
８
８
３
０
）

・
ス
マ
イ
ル
動
物
医
院
（
太
鼓
橋
）

　
（
☎
�
２
０
２
５
）

・
永
田
動
物
病
院
（
阿
久
根
市
）

　
（
☎
�
１
９
０
０
）

狂犬病予防接種集合注射（補回）日程表
月　日 実施場所 実施時間

11月17日
（木）

高尾野公民館 午前９時 30 分～同 50 分
野田支所駐車場 午前10時10分～同30分

江内カントリーコア 午前10時50分
　～午前11時10分

11月24日
（木）

出水公会堂 午前９時 30 分～同 50 分
米ノ津公会堂 午前10時05分～同25分
下水流農業者
トレーニングセンター

午前10時50分
　～午前11時10分

野田支所駐車場 午前11時25分～同45分

12月11日
（日）

大川内農業者
トレーニングセンター 午前９時 30 分～同 50 分

出水公会堂 午前10時10分～同30分

米ノ津公会堂 午前10時45分～
　午前11時05分

高尾野支所駐車場 午前11時30分～同50分
※問診票を紛失したり、届かない場合、飼い犬の死亡や登
　録者の変更等があった場合はご連絡ください。　

 本庁生活環境課生活環境係（☎ 63 － 4042）

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防

集
合
注
射
（
補
回
）

平
ひらさわ

澤　完
か ん じ

辞さん（42）
出水市の好きなところは？
　人とのつながりが強く、と
ても住みやすいところ
出水市に望むことは？
　子供たちが安心して生活

（子育て）のできる、今以上
に素晴らしい出水市を！
ひと言
　大型商業施設が欲しいで
す ( 笑 )

川
かわそえ

添　葵
あおい

さん（23）
出水市の好きなところは？
　自然に恵まれていて、おい
しい食べ物がいっぱいある
ところ。
出水市に望むことは？
　サウナや岩盤浴などの種
類が豊富で、入って楽しめる
温泉施設を作って欲しい！
そこで疲れを癒やしたいで
す。

　

市
で
は
、
使
用
期
限
の
切
れ
た

農
薬
や
使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
、

農
薬
の
空
容
器
を
収
集
し
ま
す
。

 

11
月
29
日
（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
同
11
時
30
分

 

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

 

資
材
セ
ン
タ
ー

 

３
０
０
円
～
１
１
０
０
円
程

　

度
（
１
キ
ロ
㌘
当
た
り
）

　

水
銀
・
ヒ
素
剤
は
１
キ
ロ
㌘
当

　

た
り
２
万
２
千
円
程
度

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。
な
お
、
収
集
料

　

金
は
全
て
現
金
扱
い
で
す
。

 

高
尾
野
支
所
農
政
課（
☎
�
５

　

４
２
４
）（
11
月
14
日
以
降
は
本

　

庁
農
政
課（
☎
�
２
１
１
１
））

農
業
用
廃
残
農
薬
類
の

収
集

「
裁
判
員
候
補
者
」
と
「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

　

来
年
度
（
２
０
１
７
年
度
）
の
「
裁
判
員
候
補
者
」
ま
た
は
「
検

察
審
査
員
候
補
者
」
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選

定
さ
れ
ま
す
（
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
に
は
、

11
月
中
旬
頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
ま
た

は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
制
度
で
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

裁
判
員　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
２

－

７
１
５
７
）

　

検
察
審
査
員　

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　
（
☎
０
９
９

－

８
０
８

－

３
７
１
９
）

　

公
益
社
団
法
人　

北
薩
法
人
会

で
は
、
国
税
庁
の
定
め
る「
税
を

考
え
る
週
間
」に
合
わ
せ
、
第
一

部
は
、
出
水
税
務
署
長　

串
部
雅

裕
氏
、
第
二
部
は
、
日
本
銀
行
鹿

児
島
支
店
長　

林
健
司
氏
を
講
師

と
し
て
、
税
、
経
済
に
関
す
る
税

制
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

 
11
月
15
日（
火
）午
後
４
時

 

ホ
テ
ル
キ
ン
グ

 

無
料

定
員　
１
０
０
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

北
薩
法
人
会
事
務
局

　
（
☎
�
１
３
３
８
）

税
を
考
え
る
週
間

「
税
制
研
修
会
」

21 広報いずみ2016（平成28年）11月

※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



財産調査 差し押さえ

給与調査 386件 給与差押 26件
預貯金調査※ 6,387件 預貯金差押 33件
不動産・登記調査 38件 不動産差押 18件
実態調査 438件 出資金差押 2件
生命保険調査 550件 報酬・年金等差押 1件

※預貯金調査は金融機関毎に 1 件とし、実質は 775 人分。

市
税
等
の
滞
納
処
分

  
　

税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
う
え
で
非

常
に
重
要
な
財
源
で
す
。

市
税
等
の
滞
納
は
、
市
の

財
政
を
圧
迫
し
て
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た

す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
国
税
庁
Ｏ
Ｂ

を
滞
納
整
理
指
導
官
に
迎
え
、
市

税
等
の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
滞
納
処
分
は
私
債
権
と

は
異
な
り
、
裁
判
所
に
訴
え
る
こ

と
な
く
市
が
自
ら
行
う
こ
と
が
で

き
る
強
制
執
行
手
続
き
で
す
。

納
期
限
内
に
自
主
納
付

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
に
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
督
促
状
を
発

送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
後

ま
で
に
完
納
し
な
か
っ
た
場
合
、

「
市
は
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押

さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
地

方
税
法
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

財
産
調
査

　

市
で
は
、
滞
納
者
の
財
産
を
確

認
す
る
た
め
、
金
融
機
関
へ
の
預

貯
金
調
査
や
勤
務
先
へ
の
給
与
調

査
、
不
動
産
所
有
の
確
認
な
ど
各

種
財
産
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
滞

納
処
分
の
た
め
の
財
産
調
査
は
法

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
、
関

係
機
関
は
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

差
押
（
差
し
押
さ
え
）

　

市
は
、
財
産
調
査
等
に
よ
り
発

見
し
た
預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保

険
、
出
資
金
、
不
動
産
な
ど
の
各

種
財
産
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。
差

し
押
さ
え
た
財
産
は
滞
納
税
に
充

当
し
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
や
動

産
な
ど
の
物
品
の
場
合
は
公
売
な

ど
に
よ
り
換
価
し
た
後
に
滞
納
税

に
充
当
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
毎
年
１
回
不
動
産
公

売
会
を
行
っ
て
い
て
、
本
年
度
は

ＳＴＯＰ滞納！

◆滞納処分までの流れ

○納税通知書発送

↓

各期納期限までに

納付がない場合

↓

○督促や催告

↓

督促や催告でも

納付がない場合

↓

◎財産調査

↓

◎滞納処分

（財産差押）

↓

○換価処分

（滞納税に充当）

10
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度

は
２
件
を
売
却
決
定
し
て
い
ま
す
。

捜
索

　

滞
納
処
分
の
た
め
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
自
宅
等
に
立
ち
入
り
、

公
売
可
能
な
財
産
を
探
し
て
差
し

押
さ
え
を
す
る
「
捜
索
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
滞
納
処
分
に
よ
る
捜

索
は
、
相
手
の
意
思
に
か
か
わ
り

な
く
行
う
こ
と
が
で
き
る
強
制
調

査
で
す
。

滞
納
の
デ
メ
リ
ッ
ト

　

税
金
を
滞
納
す
る
と
、
本
税
、

督
促
手
数
料
に
加
え
延
滞
金
も
発

生
し
ま
す
。
滞
納
処
分
の
対
象
と

な
る
と
、
経
済
的
な
不
利
益
が
生

じ
る
う
え
に
社
会
的
な
信
用
も
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。（
例
：
市
営
住
宅
入
居
の
制

限
や
各
種
補
助
金
申
請
等
で
の
制

限
、
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期

限
の
短
縮
な
ど
）

転
出
や
死
亡
の
場
合

　

滞
納
者
が
転
出
し
た
場
合
で

も
、
転
出
先
に
実
態
調
査
等
を
行

い
、
同
じ
よ
う
に
財
産
調
査
を
継

続
し
て
各
種
財
産
を
差
し
押
さ
え

ま
す
。

　

滞
納
者
が
死
亡
さ
れ
た
場
合

も
、
滞
納
が
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
財
産
と
同
様

に
、
民
法
の
規
定
に
従
っ
て
配
偶

者
や
子
供
な
ど
の
相
続
人
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
分
に
応
じ
て
滞
納
税

が
引
き
継
が
れ
（
承
継
さ
れ
）
ま

す
。
承
継
さ
れ
た
滞
納
税
は
、
相

続
人
の
滞
納
と
同
じ
扱
い
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
滞
納
処
分
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

事
情
が
あ
る
場
合
は
早
め

に
相
談
を

　

災
害
や
病
気
、
失
業
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
滞
納
税
は
一
括
納
付
が
原

則
で
す
が
、
生
活
状
況
の
聞
き
取

り
な
ど
を
行
っ
た
う
え
で
分
割
納

付
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
11
月
は
催
告
書
を
送
付
す
る
月

　

で
す
。
早
め
の
納
付
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

 

本
庁
税
務
課
収
納
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
２
８
）

11 月 11日～同 17日は、
「税を考える週間」です。
　今年のテーマは、

「くらしを支える税」です。
　詳しくは、国税庁ホー
ムページをご覧ください。

捜索の様子
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出
水
税
務
署
で
は
、
市
の
源
泉

徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
と
し
た

「
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
」

を
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
24
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

　
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

　

年
末
調
整
の
際
に
使
用
す
る

「
平
成
28
年
分
年
末
調
整
の
し
か

た
」
や
「
保
険
料
控
除
申
告
書
」

等
各
種
用
紙
に
つ
い
て
は
、
10
月

下
旬
か
ら
順
次
発
送
し
ま
す
の

で
、
説
明
会
出
席
の
際
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
11
月
17
日
（
木
）
午
後

２
時
～
同
４
時
、
阿
久
根
市
民
会

館
で
も
開
催
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加

入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運

営
し
て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ

り
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
未
加
入

の
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
加

入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
事
務
組
合
へ

手
続
き
を
委
託
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
（
出
水

　

公
共
職
業
安
定
所
）

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

　

市
で
は
、
今
後
の
都
市
計
画
事

業
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
都

市
計
画
区
域
内
の
土
地
と
建
物
の

利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
が
発
行
し
た
身
分

証
明
書
と
黄
色
の
腕
章
を
身
に
着

け
た
調
査
員
が
、
公
道
か
ら
土
地

と
建
物
の
用
途
等
の
確
認
を
行
う

も
の
で
、
家
の
敷
地
に
立
ち
入
る

労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

　

11
月
１
日
～
２
０
１
７
年
１
月

　

31
日
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

本
庁
都
市
計
画
課
計
画
管
理

　

係
（
☎
�
４
０
６
３
）

　

委
託
業
者　

国
際
航
業
㈱

　
（
☎
０
９
２

－

４
５
１

－

６
３

　

２
１
）

年
末
調
整
説
明
会

都
市
計
画
に
関
す
る

現
地
調
査

 地域医療について語ろう
 　国保水俣市立総合医療センターでは、第 14 回目の市民  懇話会
 を開催します。地域医療や水俣市立総合医療センターについてご
 意見のある方、過去の懇話会に参加できなかった方など、どなた
 でも参加できます。
  11 月 26 日（土）　午後１時 30 分～同４時（予定）
  国保水俣市立総合医療センター西館６階
  国保水俣市立総合医療センター総務課
 　( ☎ 0966 － 63 － 2101　内線 581）

　

農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、「
農
林

水
産
物
・ 

食
品
輸
出
相
談
窓
口
」

を
国
内
各
地
に
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
輸
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

農
林
水
産
省　
（
☎
０
３

－

６
７

　

４
４

－

７
１
５
５
）

　

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

　

https://w
w

w
.contact.m

aff.

　

go.jp/m
aff/form

/1241.htm
l

○
輸
出
先
国
の
各
種
規
制
・
制
度

　
（
放
射
性
物
質
、
検
疫
等
）

○
輸
出
に
関
す
る
各
種
支
援
事
業

　

等
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
（
０
３

－

３
５
８
２

－

５
６
４

　

６
）

○
輸
出
先
国
の
基
礎
情
報
、
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
情
報

○
輸
出
手
続
き
に
つ
い
て
・
見
本

　

市
・
商
談
会
に
関
す
る
情
報
等

※
酒
類
の
輸
出
に
つ
い
て
も
、
国

　

税
局
・
税
務
署
お
よ
び
農
林
水

　

産
省
、
ジ
ェ
ト
ロ
窓
口
で
相
談

　

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

高
尾
野
支
所
農
政
課
（
☎
�

　

５
４
２
５
）（
11
月
14
日
以
降

　

は
本
庁
農
政
課
☎
�
２
１
１
１
）

　

市
で
は
、
水
路
や
農
道
、
農
地

周
辺
の
農
業
用
排
水
路
や
の
り
面

の
草
刈
り
、
水
路
の
泥
上
げ
な
ど

行
う
農
地
の
保
全
会
等
に
対
し

て
、
多
面
的
機
能
に
関
す
る
交
付

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

農
村
に
は
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ

の
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
美

し
い
風
景
の
形
成
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
働
き
（
多
面
的
機
能
）
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
多
面
的
機
能
が
適

切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
、

県
、
市
が
連
携
し
、
地
域
の
共
同

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
地
域
で
話
し
合
い

組
織
や
計
画
づ
く
り
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
取
り
組

み
に
活
用
可
能
で
、
活
動
参
加
者

の
日
当
や
、
補
修
に
必
要
な
資
材

の
購
入
費
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
、
本
市
で
は
広

域
組
織
で
20
保
全
会
、
単
独
組
織

で
10
保
全
会
が
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。
組
織
設
立
の
手
続
き
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備

　

課
（
☎
�
５
４
２
９
）（
11
月

　

14
日
以
降
は
本
庁
農
林
水
産
整

　

備
課
☎
�
２
１
１
１
）

農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
相
談
窓
口

地
域
の
共
同
活
動
を

支
援
し
ま
す

◁
水
路
の
泥
上
げ

◁
植
栽
活
動
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 地域には相談できる場所や支え合う仲間がいます。
 誰かと話をするだけでも気分転換に！
子育て相談窓口
保健センター、こども課、福祉課、
学校教育課、生涯学習課

妊娠中からお子さんの年齢や相談内
容に応じて、子育てに関するさまざ
まな悩みについて相談できます。

保健推進員（市が委嘱）
赤ちゃんや２歳児がいる家庭に、声
かけ訪問をしながら、子育てを見守
る保健推進員さんが207人（各自治
会におおむね１人ずつ）います。

子育て支援センター
（東出水保育園、もみじ保育園）

子育て中の保護者と交流しながら相
談できます。気軽に遊びにおいでく
ださい。

地域の子育てボランティア、
サークル（詳しくは子育て応援
アプリか保健センターのチラシで）

親子で遊んだり、季節の行事などを
一緒に行う仲間やその活動をお手伝
いしてくれる人がいます。

子育て支援サービス組織、事業所 地域の中で助け合いながら子育てを
する有償ボランティア活動や助産師
によるケア、子どもの送迎、出張託
児、一時預かり、家事支援、育児相
談などを行う組織や事業所がありま
す。

※妊娠中からお子さんが
　２歳になる月の末日まで
　使用できます。

121

子
育
て
応
援
！
各
機
関
の
ご
利
用
を

～
子
育
て
の
味
方
は
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
ま

す
～

　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
う
れ
し
い
こ
と

が
一
杯
。
で
も
悩
み
や
心
配
ご
ろ
も
付
き
も

の
で
す
。
本
市
に
は
、
そ
ん
な
と
き
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
で
困
っ
た
時
は
、
応
援
し
て
く
れ

る
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
て
、
仲
間
と
支
え
合

い
な
が
ら
、
地
域
み
ん
な
で
子
育
て
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。詳
し
く
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

の
流
れ

　

本
市
で
収
集
さ
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩
」
で
ベ
ー
ル

と
い
う
固
ま
り
に
し
た
後
、
水
俣

市
に
あ
る
「
わ
く
ワ
ー
ク
み
な
ま

た
」に
運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

異
物
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、
フ

レ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
商
品
の
原
材

料
ま
で
細
か
く
し
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
は
純
度
が
大
切

で
す
の
で
、
異
物
の
混
入
の
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

卵パックなどに 再商品化
フレーク（原材料） 手選別作業 わくワークみなまた

リサイクルセンターエコリア北薩

ベール

ペットボトル

搬入
収集

for Android for ios

子育て応援券が
使えるよ！（※）
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開 催 日
　12 月 22 日（木）高尾野支所
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手
続き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 4038

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
住
ま
い
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

変
化
や
、
住
宅
の
耐
久
性
や
耐
震
性
を
高
め
る
た
め

な
ど
、
近
年
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
ポ
イ
ン

ト
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
見
積
書
を
複
数
と
っ
て
金
額
と
工
事
内
容
を
確
認

　

見
積
も
り
内
容
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
や
、
金

額
や
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
必
ず
業
者
に
説
明
を

求
め
ま
し
ょ
う
。

◎
工
事
内
容
に
つ
い
て
業
者
と
話
し
合
っ
た
こ
と
は

記
録
に
残
す

　

口
頭
で
依
頼
す
る
口
約
束
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
際
に
「
言
っ
た
、
言
わ
な
い
」
の
応
酬
に
な
り
が

ち
で
す
。

※
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
知
り
合

　

い
の
業
者
で
あ
っ
て
も
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
の

　

取
り
決
め
な
ど
は
書
面
に
記
載
し
、
業
者
名
や
連

　

絡
先
の
入
っ
た
書
面
の
交
付
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

◎
工
事
を
依
頼
す
る
前
に
も
う
一
度
よ
く
検
討
す
る

　

自
身
が
依
頼
し
た
い
工
事
内
容
に
加
え
て
、
予
定

に
な
か
っ
た
他
の
工
事
を
業
者
に
勧
め
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
よ
く

検
討
し
、
断
る
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
業
者
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
代
金
の
支
払
い
は
急
か
さ

れ
て
も
慌
て
て
支
払
わ
ず
、
慎
重
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

◎
訪
問
販
売
な
ど
の
不
意
打
ち
性
の
高
い
勧
誘

の
場
合
は
、
そ
の
場
で
契
約
し
な
い

　

訪
問
販
売
で
は
、
業
者
が
そ
の
場
で
契
約
を

急
が
せ
る
事
例
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
で

す
。

◎
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
リ
フ
ォ
ー

ム
見
積
も
り
チ
ェ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
制
度

を
活
用
す
る

　

悪
質
な
過
剰
請
求
や
工
事
途
中
の
追
加
請

求
な
ど
を
消
費
者
が
事
前
に
回
避
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
住
宅
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処

理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」

（
０
５
７
０

－

０
１
６

－

１
０
０
）
で
、
事
業

者
か
ら
提
示
さ
れ
た
見
積
書
に
つ
い
て
無
料
で

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分～午後５時
　（正午～午後１時を除く）
　本庁生活環境課内
　（☎63－6203）

※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
ト
ラ
ブ
ル

12 月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

２
０
１
７
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
ご
本
人
の
保
険
料
だ
け

で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家
族
が

納
付
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合

わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
家
族
あ
て
に
届
い
た
控
除

証
明
書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
控
除
証
明
書
が
届
か
な

い
場
合
や
、
再
発
行
に
つ
い
て

は
、
川
内
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
川
内
年
金
事
務

　

所
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５

　

２
７
６
）

○
保
険
料
の
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
さ

れ
た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
等

の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民

年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
た
め
に
は
、
１

年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

の
金
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
は
控
除
証
明
書
が

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
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   201６年読書週間 （10 月 27 日～11 月９日） 

今年の標語は、「いざ、 読書。」 
  

 寝る前、夕食後、美容院、病院、電車の中、なんとなく手持無沙汰のすき間時間など、本をふと 

読みたくなる瞬間は、人それぞれ。人それぞれの「いざ、読書。」 

 そして、一度扉を開くと別世界へ誘ってくれる、本はそんな素敵な友達。でも、一冊の本を選ぶ 

ことは楽しくもあり、難しくもあり。 

「好きな作家だから。映画化されたから。表紙が何となく好きだから。」など、人それぞれの基準 

があります。そして、やっと選んだ一冊は、自分を満足させてくれるのか。 

そんな、ページをめくり読み進める姿を想像させるような今年の標語です。 

いつでもどこでも本といっしょに！いざ、読書！ 

 

 

終戦間もない 1947 年（昭和 22 年）、まだ戦火の傷跡が至るところに残

っている中で「読書の力によって、平和な文化国家を作ろう」という決

意のもと、出版社・取次会社・書店と公共図書館、新聞・放送なども加

わって、11 月 17 日から第１回『読書週間』が開催されました。 

翌年の第２回からは期間が 10 月 27 日～11 月９日（文化の日を中心に

した２週間）と定められ、この運動は全国に広がりました。そして『読

書週間』は、日本の国民的行事として定着し、日本は世界有数の「本を

読む国民の国」になりました。 

今年は、第 70 回の節目の年です。「読書週間」は読書の楽しさを伝え、

全ての世代の方に本に親しむきっかけを作っていただくためのものです。

読書週間に「本とのつきあい」を取り入れて、「読書習慣」を身に付けて

みませんか。 

 市立図書館では、読書週間関連事業として「図書館トレーディングカ

ードの配布」や「ビブリオバトル」など楽しい企画を準備しています。

どうぞ、図書館にお越しください！ 

       読書によるひとづくり ふるさとづくりのまち 出水市 

◎ ～わくわく☆おはなしフェスタ～を開催します！ 

 

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して 

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 

親子読書会、読書ボランティア、文芸サークル、市立図書館などが一堂に会し、おはなし会を開

催します。劇やペープサート、子ども大喜利など多彩な演目です。ぜひご来場ください。 
１ 日  時  11 月 26 日（土）午後２時～同４時 

２ 場  所  中央公民館小ホール 

３ 参加団体  高尾野小学校親子読書会、下水流小学校親子読書会、江内小学校親子読書会、

蕨島小学校読書同好会、お話ボランティア紙ふうせん、出水子ども劇場、市立

図書館、大川内中学校文芸サークル 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「チロルくんのりんごの木｣ 新井　良二　著
●「ぐるぐるぐる」 内田　麟太郎　作
●「だれといっしょにいこうかな？」 得田　之久　文
●「ぼくはちっともねむくない」 クリス・ホートン　作
●「いたずらえほんがたべちゃった！」 リチャード・バーン　作
●「どんぐりむらのだいくさん」 なかや　みわ　作
●「これはすいへいせん」 谷川　俊太郎　文
●「ねずみさんのくらべっこ」 多田　ヒロシ　作
●「空飛ぶリスとひねくれ屋のフローラ」 ケイト・ディカミロ　作
●「まどべにならんだ五つのおもちゃ」 ケビン・ヘンクス　作・絵

≪中学生・高校生≫

●「いい人ランキング」 吉野　万理子　著
●「飛び込み台の女王」 マルティナ・ヴィルトナー　作
●「いつも心の中に」 小手鞠　るい　作

≪一般≫

●「花や今宵の」 藤谷　治　著
●「芝浜」 山本　一力　著
●「わたしの隣の王国｣ 七河　迦南　著
●「ヴァラエティ」 奥田　英朗　著
●「オライオン飛行」 高樹　のぶ子　著
●「明るい夜に出かけて」 佐藤　多佳子　著
●「陰陽師　玉兎ノ巻｣ 夢枕　獏　著
●「わずか一しずくの血」 連城　三紀彦著
●「天晴れアヒルバス」 山本　幸久　著
●「江戸を造った男」 伊東　潤　著
●「蜜蜂と遠雷」 恩田　陸　著
●「新しい鳥たち」 片山　恭一　著
●「ヒポクラテスの憂鬱｣ 中山　七里　著
●「ストロベリーライフ」 荻原　浩　著
●「魂の沃野」（上・下） 北方　謙三　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 11月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

21日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 18日野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

11 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

11 月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

１日
15日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
２日
16日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

—
17日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
10日
24日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

11日
25日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

11 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

２、９、16、23、30日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

７、14、21、28日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

８日（火）、22日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

３、10、17、24日
午後４時～

だっこでギュッ ３日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（水）
午後７時～

ＹＡ（ワイエー）図書館クラブ
クラブ員随時募集中！

本が好き！ボランティアをやってみたい！高校生、図書
館で次のような活動をしてみませんか？
・おはなし会の開催
・手作り絵本・紙芝居などの作成
・ビブリオバトル（本の紹介ゲーム）
・書架整理などの図書館ボランティア� ・・・・・等
活動�：�２カ月に一回（奇数月）�第３日曜日
申込�：�電話または図書館カウンターにお申し込みくだ

さい。
電話�：�中央図書館　　６３－２１０５

高尾野図書館　８２－５４５２
野田図書館　　８４－３１００

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　９月15日（木）、出水警 　９月29日（木）、県交通安全協会出水地区協会

け 察署で全国地域安全運動推 で地区金融機関防犯協議会の総会が開催されまし

進会議が開催されました。 た。

　10月10日（月）から同20 　本協議会には、市

日（木）まで実施された秋 内の金融機関32店舗

の全国地域安全運動の実施 が加入しており、各

計画などを話し合う会議で、 種犯罪に対応できる

毎年開催されています。 ように、警察などと

　会議には、市内の各ボラ 協力して、防犯訓練

ンティア団体の代表者が出席し、 や犯罪調査など防犯の研究

田中良忠署長の挨拶の後、安全 などに日々積極的に取り組

運動の実施方法について話し んでいます。

合いました。最後に石堂貴

之生活安全刑事課長代理の

防犯講話がありました。

　検討していただいた実施計

画により、各種キャンペーンで

成果を上げることができました。

交通事故発生状況（人身）

死　者

※（　）内の数字は前年同期比

会：６３－１５００

鹿児島県警察

②強盗殺人事件

　1997年８月１日発生、阿久根市大川で妻と２人暮らしの
下薗功さん（当時６３歳）が無念の死を遂げました。

犯人は二人組の男

＜連絡先＞阿久根警察署
（電話：０９９６－７３－０１１０）

問い合わせ先

＜平成２ ８ 年１ １ 月号＞

セキュ リ ティ タ ウン 安心の街 いずみ

①強盗殺人事件

２０１６年

＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数

　2000年９月１６日～１７日発生、鹿児島市田上台で一人
暮らしの荒木スミエさん（当時７３歳）が無念の死を遂げま
した。

懸賞金：最高４００万円

＜連絡先＞鹿児島西警察署
（電話：０９９－２８５－０１１０）

負傷者

（暫定値）

９　月  中

累　　　計

２０１６年

全国地域安全運動推進会議を開催 

情報提供を                     

お願いします。(未解決事件） 

ご協力を！！ 

出水地区金融機関防犯協議会総会 

【被害水際阻止件数】          
（県内：2016年１月～８月末現在） 

 

＜総件数＞６３件 

 

（詐欺の種類）  架空請求詐欺 ３０件 

         還付金等詐欺 ２８件 

         その他     ５件 

 

（水際阻止者）  金融機関職員 ２０件 

         コンビニ店員 １５件 

         その他    ２８件 

 

（年齢別）    ７０歳代   ２９件 

         ８０歳代   １３件 

         ６０歳代   １１件 

         その他    １０件    

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
９ 月 中

18 件
（＋１）

０人
（±０）

20 人
（＋１）

2 0 1 6年
累 計

165 件
（－５）

０人
（－１）

204 人
（－９）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先

28広報いずみ2016（平成28年）11月



　９月11日、野田郷駅前広場コンサート～未来へ響
けコンサート～が開催されました。
　午後５時前に始まったコンサートでは、和太鼓、
バンド演奏、伝統芸能、ダンス、日本舞踊にフラメ
ンコ、民謡やコーラスなど、多彩な演目で訪れた市
民らを楽しませていました。
　地域活性化と鉄道利用の促進のために毎年開催さ
れていて、今年で16回目の開催となりました。

上
町
自
治
会
が
優
勝

自
治
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ

　

初
秋
の
風
物
詩「
い
も

煮
会
」が
高
尾
野
川
河
川

敷
と
米
之
津
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
10
日
、
高
尾
野
川

河
川
敷
横
の
ふ
れ
あ
い
公

園
で
第
20
回
目
の「
た
か

お
の
い
も
煮
会
」が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
参

加
し
て
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
竹
で
作

ら
れ
た
器
や
か
っ
ぽ
酒
な

ど
が
用
意
さ
れ
、
焼
酎
や

料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、

友
人
や
同
僚
ら
と
会
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

初
秋
の
風
物
詩
・
い
も
煮
会
に
ぎ
わ
う

た
か
お
の
い
も
煮
会・広
瀬
川
い
も
煮
会

　９月13・14日に市制施行10周年記念事業第11回自
治会対抗グラウンド・ゴルフ大会が開催されまし
た。13日に予選を行い、各会場から勝ちあがった64
チームが14日に決勝大会を行いました。決勝の舞台
となった多目的広場では、雨の中熱戦が繰り広げら
れ、「上町自治会Ａ」チームが見事初優勝を収めまし
た。優勝　上町自治会Ａ　準優勝　西之口Ｂ

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト

　９月17日、18日に第70回県民体育大会が開催され、
本市では卓球競技大会が市総合体育館で開催されま
した。県内12地区から200人を超える選手団の参加
があり、各年代別の代表による団体戦が2日間にわ
たって行われました。
　出水地区選手団は、女子チームが予選を突破して、
決勝トーナメントを勝ち上がり第３位の結果となり
ました。

県
民
体
育
大
会

卓
球
競
技
大
会

　９月22日紫尾神社で五穀豊穣に感謝する秋の例大
祭が開催され、高尾野兵六踊り保存会による「高尾
野兵六踊り」や上水流棒踊り保存会による「上水流棒
踊り」、江内小学校児童による「江内山田楽」、日本
舞踊など多くの郷土芸能が奉納されました。
　会場に集まった多くの見物客は、数々の郷土芸能
に見入っていました。

伝
統
芸
能
な
ど
奉
納

紫
尾
神
社
例
大
祭

た
。

　

10
月
７
日
に
は
、
広

瀬
橋
近
く
の
米
之
津
川

河
川
敷
で
、
第
25
回
目

の「
広
瀬
川
い
も
煮
会
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
が
参
加
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

の
会
場
で
も
、
い
も
煮

や
ア
ユ
の
塩
焼
き
、
か

ら
揚
げ
に
か
っ
ぽ
酒

（
竹
）
な
ど
が
用
意
さ

れ
、
大
勢
の
市
民
で
に

ぎ
わ
い
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

広瀬川いも煮会

たかおのいも煮会
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安
全
運
転
呼
び
掛
け

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

高
尾
野
川
で
体
験
学
習

高
尾
野
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　10月２日、出水植木市場で今期初めてのセリ市が

開催されました。日曜日だったこともあり、市場は
多くの市民らでにぎわいました。本市は、全国でも
トップクラスの樹木生産地で、毎年10月から翌年５
月までの期間、２カ所の市場で定期的に植木市が開
催されます。出水植木市場（ゴルフ場近く）は２のつ
く日（２、12、22日）で、高尾野植木市場（ＪＡ鹿児島
いずみ本所近く）は７のつく日（７、17、27日）。

植
木
市
が
幕
開
け

出
水
植
木
市
場

　10月２日、荘小学校と野田小学校の児童が参加し
て高尾野川の体験学習が行われました。高尾野川を
きれいにする会が主催し、両校から参加した児童約
20人は、川の生き物の学習やアユ取り・調理などを
体験しました。
　今回は、個体識別チップを埋め込んだ養殖ウナギ
の放流も行いました。

　９月２８日、マルイ農業協同組合の六次産業化に
係る総合化事業計画認定証交付式が行われました。
　これは、2011年３月１日に施行された「地域資源
を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び
地域の農林水産物の利用促進に関する法律（六次産
業化・地産地消法）に基づき、申請されたマルイ農
協の「総合化事業計画」について認定されたもので、
九州農政局から交付されました。

事
業
計
画
が
認
定

マ
ル
イ
農
業
協
同
組
合

　秋の全国交通安全運動期間の初日、９月21日に出
発式がきらめきドームで行われました。また、同27
日には高尾野小学校前で、交通安全街頭キャンペー
ンが行われました。関係者らが、ティッシュなどを
手渡し安全運転を呼び掛けました。
　10月6日、市内で交通死亡事故が発生しました。
日暮れの時間も徐々に早くなります。早めの点灯を
心掛け、交通事故に遭わないよう気をつけましょう。

新
鮮
食
材
を
堪
能

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
in
上
場
高
原

　10月９日、中央商店街の中町駐車場で「商店街の
小さなマルシェ」が開催されました。
　本町通り商店街未来会議が中心となり開催したも
ので、今回が２回目の開催。各テントには、ハンド
メイド製品を中心に飲食品やハンドマッサージなど
もあり、中央には飲食や休憩ができるスペースも設
けられ、訪れた市民らが楽しんでいました。

商
店
街
で
マ
ル
シ
ェ

本
町
通
り
商
店
街
未
来
会
議

　　10月10日、上場小学校の校庭で恒例のバーベ
キュー大会が開催されました。
　天気にも恵まれ、近くの高原では25万本のコスモ
スが見ごろを迎える中、訪れた市民らは上場産の新
鮮な牛乳や牛肉などに舌鼓を打ちました。会場では、
綱引き大会や大声コンテストもあり、大いに盛り上
がりました。

30広報いずみ2016（平成28年）11月



31 広報いずみ2016（平成28年）11月

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

 木野興産　 クリクラ　やはず

0120-081-132
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

■病院奨学金制度の紹介

■国の高等学校就学支援金制度について
　平成26年度より，公立高校の授業料無償制度が廃止され，公立・私立共通の就学支援金制
度へ一本化されました。これにより，保護者の収入状況に照らして，授業料より下記の金額が減
額されます。

○　病院奨学金制度とは，看護師（看護学科）または，介護福祉士（医療福祉科）の資格を取得して本
　校を卒業（修了）した後，所定の義務年限（下表参照）病院に勤務すれば返済が免除される受給型の
　奨学金です。
○　受給型ですので貸与型である県育英会などの公的奨学金と重複して受けることができます。ち
　なみに高校生で病院奨学金Cコースと県育英会奨学金の併用により，自宅通学生で月額8万円，寮
　生なら月額8万5千円の奨学金を受け取る事が可能です。
○　本校奨学病院は，大学病院をはじめとする設備の整った安心できる病院ばかりで，素晴らしい就
　職先が決まったうえに学費の補助が受けられると，看護や福祉の道を志す生徒の皆さんの大きな
　手助けができるものとなっております。

■学費について （平成29年度）
●授業料　入学金　高校：100,000円　看護学科専門課程 220,000円

※授業料には実習費や特進費等が含まれています。
●諸会費……1,800円（PTA会費・後援会費・生徒会費）

※希望者全員適用

普通科 特進課程 定員50名
男・女

　本校の説明を聞きたい生徒さんや保護者の方を対象に，各地の中学校や
塾等で，本校紹介・入試説明会をさせていただいております。聞きたい方
が一人でも，必ず説明に参ります。是非，説明会をさせてください。よろ
しくお願いいたします。

※強化指定部（野球・サッカー・駅伝・吹奏楽）
※部活動技能（強化部）・人物ともに優れた生徒には,学園奨学金制度も
　あります。（適用人数に制限あり）

普通科 教養課程 定員30名
男・女

普通科 普通課程 定員35名
男・女

きめ細かな個別指導で中堅大学への進学を目指します。

大学・短期大学・専門学校への進学や就職を目指します。

URL http://izumi.ac.jp　 E-mail kikakubu@izumi.ac.jp

〒899-0213　鹿児島県出水市西出水町448番地
代表☎62-0500　入試専用☎62-6677
〒899-0213　鹿児島県出水市西出水町448番地

代表☎62-0500　入試専用☎62-6677
西出水駅←至川内 肥薩

おれんじ
鉄道

国
道
３
２
８
号
線

国
道
３
２
８
号
線

国
道
４
４
７
号
線

西出水（南国バス） 至さつま町 至伊佐

至
鹿
児
島
←

九
州
新
幹
線

→
至
熊
本

至水俣至3号線

出水
市役所

出水駅
出水中央高校

入試説明会実施中

●部活動やその他の活動と学習を両立しながらの進学に適し,成績上位者は国公立
　大学へも進学しています。
●６限目は,教養と部活のコース別の授業に分かれます。
●昼休みや放課後は,各自の希望に応じて個別指導を行っています。

●生徒一人ひとりの進路目標達成のために,基礎学力の習得に励んでいます。
●強化指定部の生徒が多く在籍し,全国大会出場を目指して日々取り組んでいます。
●６限目は普通コース・体育コース・吹奏楽コースに分かれて,コース別の授業が受けら
　れます。

金　　額

Ａコース
Ｂコース
Ｃコース
入学金

30,000円
40,000円
50,000円
100,000円

40,000円
50,000円
60,000円
220,000円

2　年
2年半
3　年
̶̶̶̶

3　年
3年半
4　年
̶̶̶̶

義務年限

基礎課程 基礎課程＋専門課程
5　年専門課程 基礎課程のみ，

または専門課程のみ

※義務年限とは，看護師資格，介護福祉
士資格取得後，奨学金返済免除のた
め必要とされる病院勤務年数です。
（給与からの差引はありません）
※併願入学生はＡ，Ｂ2つのコースから
の選択となります。

〈看 護 学 科〉

金　　額
Ａコース
Ｂコース
Ｃコース
入学金

30,000円
40,000円
50,000円
100,000円

2　年
2年半
3　年
̶̶̶̶

義務年限〈医療福祉科〉

医療福祉科〈病院奨学金制度あり〉 定員40名
男・女

これからの時代が求める寄り添う介護のスペシャリストを目指します。
●介護福祉士の国家試験受験資格取得。（中学卒業後最短コース）
●介護福祉士国家試験の平成28年本校合格率90.3％（全国平均57.9％）
●病院奨学金制度が福祉科にも希望者全員適用されるのも大きな特色になっています。
●「介護福祉士実務者研修」及び「介護職員初任者研修」修了者には，卒業時に修了証書
が授与されます。

●毎年、就職率は100%です。

看護学科 定員80名
男・女

高い知識・技術・態度・接遇マナーを身につけた
看護師を目指します。
●看護師国家試験受験資格取得。平成28年本校合格率91.4％（全国平均89.4％）
●看護学科基礎課程（高校課程3年間）を卒業後,専門課程（2年間）で修学し,五年一貫教育
　で看護師を養成します。（中学卒業後最短コース）
●助産師・保健師養成所受験資格取得。
●希望者は全員、病院奨学金が受給できます。

介護福祉士
最短コース

中
学
校
卒
業

★ 福祉系高等学校（3年）（53単位校）

一般高等学校（3年）

一般高等学校（3年） 福祉系施設での実務（3年）
  （実務者研修）450時間

福祉専門学校
（養成施設）2年

3年

5年

6年以上

介
護
福
祉
士

国
家
試
験

看護師への
最短コース

中
学
卒
業

★ 高等学校看護学科
（基礎課程3年） （専門課程2年）
一般高等学校（3年）
一般高等学校（3年）
一般高等学校（3年）

　看護師学校（3年）
准看護師学校（2年）　看護師学校（2年）
　　　 看護大学（4年）

5年

6年
7年
7年

■県育英会奨学金（申請可能な最高額）
　 自宅通学……30,000円

看
　
護
　
師

国
家
試
験

〈病院奨学金制度あり〉

最短
コース

最短
コース

※福祉専門学校は，国家試験合格，もしくは5年間現場で勤務により資格取得

難関大学及び国公立大学への進学を目指します
ゆるぎない進学実績 平成23年～28年の主な合格大学（過去6年分：卒業生合計317名）
　　　　　  一橋大学1名・横浜国立大学1名・京都大学2名・大阪大学1名
神戸大学1名・九州大学16名・熊本大学30名・鹿児島大学53名　など
　　　　　  早稲田大学2名・慶應義塾大学3名・中央大学2名・立教大学1名
青山学院大学3名・明治大学5名・法政大学3名・東京理科大学4名
同志社大学6名・立命館大学21名・関西大学2名・関西学院大学2名
各大学薬学部44名　など   国公立・私立大学合計619名

一人ひとりを大切にする個別指導
平日は,帰りのスクールバスを17:20発と19:30発の２便体制にしており，放課後
の学習および個人指導を充実すべく,総勢16名のスタッフが全力で取り組んでい
ます｡更に土曜日曜及び祝日に特進館を開放して,個人指導や補習も行っています。
※学業･人物ともに優れた生徒には学園奨学金制度もあります｡（適用人数に制限あり）

国公立大学

私 立 大 学

授業料（納金額）

科・課程
授業料

月 納 金 実 額
就学支援金
0円

普通科（特進課程）
普通科（教養課程）
普通科（普通課程）
医 療 福 祉 科
看護学科（基礎課程）
看護学科（専門課程）

48，000円
46,500円
44,500円
46,500円
49,500円
59,000円

48，000円
46,500円
44,500円
46,500円
49,500円

̶　　

就学支援金
9,900円
38，100円
36,600円
34,600円
36,600円
39,600円

̶　　

就学支援金
14,850円
33，150円
31,650円
29,650円
31,650円
34,650円

̶　　

就学支援金
19,800円
28，200円
26,700円
24,700円
26,700円
29,700円

̶　　

就学支援金
24,750円
23，250円
21,750円
19,750円
21,750円
24,750円

̶　　

家族所得区分（目安） 支援金月額
月額24,750円
月額19,800円
月額14,850円
月額  9,900円

0円

250万円未満
250万円～350万円未満
350万円～590万円未満
590万円～910万円未満
910万円以上
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９
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30
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。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

11　　　　　月
日 医　療　機　関　名

３日（木）

［当］ 出水眼科 眼 科 春 日 町 ☎62－8350

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天 神（ 出 水 ） ☎67－2600

［当］ 上園医院 内・ 小 児 科 阿 久 根 市 ☎73－1055

［当］ 平尾診療所 内 ・ 外 科 長 島 町 ☎88－2595

６日（日）

［当・児］ キッズクリニック 小 児 科 向 江 ☎63－7707

［当］ 福永内科循環器科 循 環 器・ 内 科 向 江 ☎62－8200

［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿 久 根 市 ☎73－1551

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040

13日（日）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌 尿 器 科 沖 田 ☎63－7800

［当・児］ 二宮医院 内・ 小 児 科 栄 町 ☎62－0167

［当］ 門松医院 内 ・ 外 科 阿 久 根 市 ☎64－6100

［当］ 鷹巣診療所 内 ・ 外 科 長 島 町 ☎86－0054

20日（日）

［当］ よう皮ふ科医院 皮 膚 科 鹿 島 ☎63－1112

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整 外 科 六 月 田 中 ☎64－8260

［当・児］ しみずこども医院 小 児 科 阿 久 根 市 ☎68－0633

［当］ 平尾診療所 内 ・ 外 科 長 島 町 ☎88－2595

23日（水）

［当］ 東医院 整 形 外 科 六 月 田 中 ☎67－1861

［当］ つかさとクリニック 内・ 神 経 内 科 今 釜 西 ☎67－5560

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿 久 根 市 ☎73－1700

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040

27日（日）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳 鼻 咽 喉 科 栄 町 ☎62－0170

［当］ 高尾野診療所 内 ・ 外 科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］ 鶴見医院 内・ 呼 吸 科 阿 久 根 市 ☎73－0553

［当］ 長島クリニック 内 ・ 外 科 長 島 町 ☎88－6405

［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67－1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
11月23日

あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市
あ じ さ い 薬 局 ☎67－2055 六月田下
いまがま調剤薬局 ☎65－7550 今 釜 西

11月27日
福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2501 上 沖 田
クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
11月１日～６日 職 建 ☎ 62 － 1409

携帯電話
（090－7397－7898）

ホクシン工建 ☎ 82 － 0612

携帯電話
（090－7154－7490）

11月７日～13日 あかつき電化 ☎ 62 － 0650 野 村 電 設 ☎ 82 － 3637

11月14日～20日 三 和 住 設 ☎ 62 － 5114 ア タ ッ ク ス ☎ 82 － 0044

11月21日～27日 井 手 口 電 設 ☎ 62 － 0901 釜 崎 水 道 ☎ 82 － 0249

11月28日～30日 太田電機工業所 ☎ 63 － 1966 松 一 ☎ 65 － 6520

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年９月１日～同９月30日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－２） ０件（－１） ０人（－１） ０人（±０） 162件（－７） 104人（＋22）

2016年の累計 13件（－１） ８件（－２） １人（－１） ３人（＋１） 1,690件（＋35） 958人（＋24）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

11 月の主な行事

11月３日
柏木歯科クリニック 歯科 ☎79－4618 西 水 流
ク レ モ ア 薬 局 ☎63－5401 春 日 町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）

11月６日
楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79－3351 鹿 島
さ く ら 薬 局 ☎63－7700 向 江 町
か り ん 薬 局 ☎64－1400 向 江 町

11月13日
児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86－1266 長 島 町
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

11月20日
田 畑 歯 科 医 院 歯科 ☎62－0888 東大野原
あ す か 薬 局 ☎63－7322 鹿 島
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中

※歯科医院診療時間　午前９時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

３日（木）▶西日本オールドカーフェスティバル（午前11時・野田グラウンド）
３日（木）～５日（土）▶いずみマチ・テラス（午後６時・市内各地）
19日（土）・20日（日）▶出水市大産業祭（午前９時30分（20日は午前９時）・市陸上競技場周辺）
８日・14日・21日・24日▶市政座談会（午後７時）（Ｐ16に関連記事）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
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９
月
12
日
か
ら
同
16
日
ま
で
、
ク
レ

イ
ン
パ
ー
ク
を
休
館
し
て
、
館
内
の
く

ん
蒸
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
く
ん
蒸
は
、
展
示
し
て
い
る
ツ
ル
や
野

鳥
の
は
く
製
、
カ
ー
ビ
ン
グ
の
防
虫
と
防

カ
ビ
の
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

は
く
製
は
、
展
示
室
か
ら
運
び
出
し

て
、
く
ん
蒸
す
る
部
屋
へ
と

移
し
ま
す
。
運
び
出
す
こ
と

に
も
大
変
な
注
意
を
必
要
と

し
ま
す
が
、
貴
重
な
は
く
製

を
長
年
保
管
し
観
覧
で
き
る

よ
う
維
持
す
る
た
め
に
、
く

ん
蒸
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

く
ん
蒸
を
終
え
た
展
示
物

を
見
学
し
に
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ク
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ン
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ー
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館
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い
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す

　

全
日
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ゲ
ッ
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ゴ
ル
フ
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下
Ｔ
Ｂ
Ｇ
）
選

手
権
大
会
（
滋
賀

県
）・
男
子
シ
ニ
ア

の
部
で
優
勝
し
た
池

上
良
雄
さ
ん
（
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大

会
優
勝
、
前
列
中

央
）、
同
大
会
・
男

子
Ｇ
シ
ニ
ア
の
部
で

第
６
位
の
桑
畑
祐
紀

さ
ん
（
前
列
右
）、

　

出
水
市
Ｐ
Ｒ
大
使
委
嘱
状
交
付

式
・
新
ご
当
地
グ
ル
メ
完
成
披
露

発
表
会
を
取
材
。本
市
出
身
の「
フ

レ
ン
チ
の
鉄
人
」
坂
井
宏
行
さ
ん

に
出
水
市
Ｐ
Ｒ
大
使
を
委
嘱
し
ま

し
た
。
坂
井
さ
ん
は
、「
出
水
は

良
か
ど
！
出
水
の
良
い
と
こ
ろ
を

宣
伝
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

坂
井
さ
ん
監
修
の
新
ご
当
地
グ

ル
メ
「
出
水
と
り
た
ま
丼
」
も
発
表

さ
れ
、
市
内
の
提
供
店
舗
（
４
店
）

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
提
供
店
等
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
出
水
ブ
ラ
ン
ド

「
い
ず
み
さ
ん
」
推
進
協
議
会
（
☎

�
１
３
３
７
）
ま
で
。　
（
浦
﨑
）

同
大
会
女
子
シ
ニ
ア
の
部
で
第
５
位
の
原
田
文

子
さ
ん
（
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
優

勝
、
前
列
左
）。

　

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｂ
Ｇ
大
会
（
佐
賀

県
）・
女
子
の
部
で
第
３
位
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前
田
早
苗
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（
後
列
右
）、
同
大
会
・
男
子
の
部
で
第
３
位
の

川
﨑
照
男
さ
ん
（
後
列
中
央
）

『今月の問題』
冬に渡来する渡り鳥（定期的に繁殖地
と越冬地など長距離を往復する）はどれ
でしょう
Ａ　ナベヅル
Ｂ　ツバメ
Ｃ　カッコウ

先月号のクイズと答え

どんぐりがなる木はどれでしょう。
答えは、Ａ　シラカシでした。

　長年にわたる、スポーツ少年団指導
者としての功績を評価され、（公財）
日本体育協会日本スポーツ少年団本部
長から表彰された、益田茂さん（平松
東自治会）

　全国グラウンド・ゴルフ交歓大会（佐賀
県）に本市から 10 人出場し、報告に訪れ
たグラウンドゴルフ協会の皆さんと、同大
会で６位入賞を果たした新垣憲一さん（写
真前列中央、清水自治会）

　洋服修理センターミユキ（本市昭
和町・兒島博代表取締役社長）から、
新庁舎完成の記念に市章のロゴマー
クの刺しゅう（盾）と、職員用にと
同じく市章を刺しゅうしたワッペン
を寄贈していただきました。


